
に、交通アクセスの より多くの市民が手賀沼を身近に感じながら、自然体験・生活体験ができる場を提供する。
施策目的・

(2)目的 向上を図ります。また、手賀沼に親しめる交流拠点としての活用が期待される手賀沼親水広場、鳥の博物館 事業目的
展開方向

、高野山桃山公園、アビスタ、手賀沼公園などの公共施設や手賀沼周辺の歴史的・文化的遺産をネットワー
市民が気軽に安心・安全に利用できるよう、キャンプ場の利用受付事務や野外用品の貸出などの維持管理運 年間を通して予約・申請手続きの受付。
営を行っている。 管理委託先との調整。
また、学校長期休業期間や土日にはキャンプ場に管理人を配置しており、また、利用者の利便性を図るため 当該年度 通年の施設整備等保守点検、年間３回の草刈、１回の消毒作業、樹木の剪定の実施。
に繁忙期の平日にも管理人を配置しています。 執行計画

(3)事業内容 内　　容 この管理運営は、我孫子市ふれあいキャンプ場の設置及び管理に関する条例施行規則に基づいて運営を行っ
ている。

キャンプ場の利用者数 想定値 8,500当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 8,597

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 より多くの市民が手賀沼を望むキャンプ場を利用し、自然体験・生活体験をする。 直接 キャンプ場の利用者数 人 8,597 8,500

令和 2年度 同上 直接 同上 人 8,500

令和 3年度 同上 直接 同上 人 8,500

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

需用費 619 需用費【流用】（光熱費2万円含む） 729 680 需用費 720 需用費 730
役務費 53 役務費 54 53 役務費 55 役務費 57
委託料 2,945 委託料(流用-２万円） 3,720 3,713 委託料 3,300 委託料 3,400
備品購入費 115 備品購入費費 120 備品購入費 120
嘱託職員報酬 1,516 嘱託職員報酬 1,691 1,685 嘱託職員報酬 1,750 嘱託職員報酬 1,800
嘱託職員共済費 217 嘱託職員共済費 278 264 嘱託職員共済費 280 嘱託職員共済費 290

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 5,465 合　　計 6,472 6,395 合　　計 6,225 合　　計 6,397
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 5,465 5,878 5,673 5,625 5,797

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 594 722 □特会 ■受益 □基金 □その他 600 □特会 ■受益 □基金 □その他 600
換算人数(人) 0.36 0.16 0.16 0.36 0.36
正職員人件費 3,168 1,408 1,408 3,168 3,168

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,733 1,722 1,722 1,750 1,800
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 8,633 7,880 7,803 9,393 9,565
(11)単位費用

0.96千円／人 0.93千円／人 0.91
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

手賀沼は、我孫子市のまちづくりにとって欠かせない要素であり、その活用のあり方が我孫子市の魅力を大きく作用する ●①事前確認での想定どおり
。手賀沼の活用を進め、その魅力を高めるための一つの要素として、市のシンボルである手賀沼を望みながら自然体験や ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 生活体験をできる場を提供することが必要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルスの影響により、利用者数は減少したが、我孫子市の魅力発信の場であり貴重な自然体験ができる場と
なっている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった シルバー人材センターに管理、草刈業務を委託し、その他の

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 施設維持管理業務を市内事業者に委託した。
□その他 　促進された 家族連れの利用が多く、子供の健全育成に寄与しており、市

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した が管理することで実効性が確保されている。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 我孫子市シルバー人センターに管理を委託 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 樹木や芝等について、自然のままを生かしながら事業を進行 施設の適切な維持管理 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
8,597 8,500 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

CMや地域紙等のメディアに取り上げられたことなどから、家族利用を中心に申込
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 8,597 101.14

件数が増加した。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 7,880 753 7,803 99.02
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

8.72

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 107.87

人 10万円 110.18 102.14

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業の実施にあたって、予約方法や使用料の支払い方法など課題はあるが、手賀沼に親しめる交流拠点という施策の実現に向けて有効な事業
であるため、課題解決に向けた検討を実施しながら、引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1079 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 ふれあいキャンプ場管理運営 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成 5年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.16 人）
(1)事業概要

(当　初) 7,221 千円 (うち人件費 1,408 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 7,880 千円 (うち人件費 1,408 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 11202 重点２ ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

手賀沼に多くの人に訪れてもらうため、周辺の歩道や公共サインなどを整備するととも



の場を 市民の視点や柔軟な発想を生かしサービスの向上を図る。
施策目的・

(2)目的 提供するため、既存施設の効率的利用を一層進めるとともに、さまざまな整備手法を検討しながら、文化を 事業目的
展開方向

中心としたさまざまな交流やにぎわいを生み出す文化交流拠点施設の整備に取り組みます。
教育委員会の要請に応じ、教育委員会主催及び共同主催する文化事業について、次の業務を行う。 ・４月　事業説明会及び委嘱式
①入場者の受付に関する業務　　②会場の案内及び整理に関する業務 ・５月から３月末まで　主催事業、共同主催事業等への協力
③出演者の接待に関する業務　　④会場及び設備に関する業務 当該年度 ・３月１日号広報でスタッフを募集
⑤その他補助的業務 執行計画

(3)事業内容 内　　容

協力者数 想定値 100当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 84

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 事業へのスタッフ協力者数を増やす。 直接 事業へのスタッフの協力者数 人 84 120
（スタッフ１名の半日勤務を１人、１日勤務を２人と算定）

令和 2年度 同上 直接 同上 人 120

令和 3年度 同上 直接 同上 人 120

スタッフとの意思疎通を図りながら、市民ニーズを向上させる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

文化事業市民スタッフ 50 文化事業市民スタッフ 60 42 文化事業市民スタッフ 60 文化事業市民スタッフ 60
嘱託職員報酬 550 嘱託職員報酬 550 577 嘱託職員報酬 550 嘱託職員報酬 550

共済費 96 86 共済費 96 共済費 96
旅費（交通費） 13 13 旅費（交通費） 13 旅費（交通費） 13

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 600 合　　計 719 718 合　　計 719 合　　計 719
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 600 719 718 719 719

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11
正職員人件費 968 968 968 968 968

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 550 550 550 550 550
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,568 1,687 1,686 1,687 1,687
(11)単位費用

15.68千円／人 16.87千円／人 20.07
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・様々な経験、専門的知識のある市民が多くいる。そして、自分を活かせる場を求めている。 ●①事前確認での想定どおり
・文化事業を市民がより親しむような工夫が必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

文化事業について、経験や専門知識のある市民を活用することで、イベントの開催を円滑に進めることができる。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市民スタッフの募集、委嘱及びイベントへの協力依頼

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 広く市民から公募している。 市主催のイベントにおいて市民スタッフの協力を得て実施し ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り た。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境へ負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
84 120 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

市民スタッフを配置する予定であったイベントを集約し実施したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 84 70

また、新型コロナウイルスの感染拡大により中止となったイベントがあったため
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,687 △119 1,686 99.94
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△7.59

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 市民スタッフを配置する予定であったイベントを集約し

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 実施したため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 7.11 また、新型コロナウイルスの感染拡大により中止となっ

人 10万円 4.98 70.04 たイベントがあったため。

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
文化の振興を市民とともに進めるという施策の実現に効果的な事業となるため、現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1109 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化事業市民スタッフの活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.11 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,578 千円 (うち人件費 968 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,687 千円 (うち人件費 968 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の自主的な文化芸術活動を促進するため、共催・後援事業の拡充を図ります。また、活動や発表



表の場を 文化芸術団体等が実施している事業を共催･後援することにより、活動の活性化を図る。
施策目的・

(2)目的 提供するため、既存施設の効率的利用を一層進めるとともに、さまざまな整備手法を検討しながら、文化を 事業目的
展開方向

中心としたさまざまな交流やにぎわいを生み出す文化交流拠点施設の整備に取り組みます。
合唱、民謡舞踊、軽音楽、華道、茶道、書道、絵画、郷土史研究などを行っている各種文化芸術団体等に対 ○３１年４月から３２年３月まで年間を通じて、企画のための打合せや事業を実施。
し、事業を共催又は後援等を行う。また、共催事業については、企画から積極的に参画し、我孫子の新たな ○次年度に行う事業の打合せ、会場予約等を行う。
文化芸術活動のネットワークづくりを行う。 当該年度

執行計画
(3)事業内容 内　　容

参加者（鑑賞者）数 想定値 22,000当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 48,579

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 共催･後援をした事業の参加者（鑑賞者）を増やす。 直接 参加者（鑑賞者）数（共催している事業の参加者数） 人 48,579 59,000

令和 2年度 同上 直接 同上 人 59,500

令和 3年度 共催･後援をすることにより、多くの文化団体の活動が活性化される。 直接 同上 人 60,000

共催事業については、既存事業の見直しを図ると共に新たな展開を図る必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

文化芸術活動団体負担金 100 文化芸術活動団体負担金 50 0 文化芸術活動団体負担金 50 文化芸術活動団体負担金 50
消耗品 25 消耗品 15 14 消耗品 15 消耗品 15
嘱託職員報酬 570 嘱託職員報酬 580 599 嘱託職員報酬 580 嘱託職員報酬 580

共済費 99 89 共済費 99 共済費 99
旅費（交通費） 14 13 旅費（交通費） 14 旅費（交通費） 14
【一般事務費】 【一般事務費】 【一般事務費】
文化芸術事業視察 2 0 文化芸術事業視察 2 文化芸術事業視察 2

実施内容 印刷機消耗品 60 59 印刷機消耗品 60 印刷機消耗品 60
印刷機修繕 10 0 印刷機修繕 10 印刷機修繕 10

(8)施行事項
費　　用 印刷機賃借 133 133 印刷機賃借 133 印刷機賃借 133

公用車燃料 67 45 公用車燃料 67 公用車燃料 67
公用車12カ月点検 27 17 公用車12カ月点検 27 公用車12カ月点検 27
（予備費）消耗品(北斎図録購入） 300 300 （予備費）消耗品(北斎図録購入） 300 （予備費）消耗品(北斎図録購入） 300

予算(決算)額 合　　計 695 合　　計 1,357 1,269 合　　計 1,357 合　　計 1,357
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 695 1,357 1,269 1,357 1,357

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23
正職員人件費 2,024 2,024 2,024 2,024 2,024

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 570 570 570 580 580
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,719 3,381 3,293 3,381 3,381
(11)単位費用

0.12千円／人 0.15千円／人 0.07
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・人間関係が希薄な現代には、共催事業を通して市民同志の新たな交流を図る必要がある。 ●①事前確認での想定どおり
・共催事業を通して、新たな文化芸術活動のネットワーク作りを行う必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・我孫子の将来の文化芸術を見据え、団体等の活動を支援する必要がある。 ●要
   背景は？(事業の必要性) ・市民が我孫子という街に、文化芸術を通じ誇りと安らぎを感じてもらい、定住化や交流人口の活性化を目指す。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

文化芸術団体の活動を市の共催事業とすることで、会場確保や事前準備等スムーズに行うことができた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が共催することにより、会場の確保を優先で行えるため事

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 前準備等余裕をもって行えた。
□その他 　促進された

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ●要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市の共催事業とする性質のものではない。
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市と文化団体が協働して、企画・運営する。 事業の企画・運営には直接携わらず、会場の確保、広報宣伝 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 等の活動の支援を行った。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ●要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ●要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
48,579 59,000 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い中止となった事業があったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 48,579 82.34
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,381 △662 3,293 97.4
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△24.35

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い中止となった事業

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ●要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 があったため

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 1,745.05

人 10万円 1,475.22 84.54

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ●事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業については、共催という方法で文化芸術団体を支援しているが、「我孫子市共催の取扱いに関する規程」の規定に沿っていないことから 令和２年度から「我孫子市共催の取扱いに関する規程」及び「我孫子市後援の取扱いに関する要綱」の見直しを全市的に行い、令和３年から新
共催ではない違う方法を検討し支援していく。 たな手法で支援できるよう努めていく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1110 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化芸術団体活動支援 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.23 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,958 千円 (うち人件費 2,024 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 3,381 千円 (うち人件費 2,024 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の自主的な文化芸術活動を促進するため、共催・後援事業の拡充を図ります。また、活動や発



１年度に策定された、我孫子市文化芸術振興基本方針を推進する。
施策目的・

(2)目的 提供するため、既存施設の効率的利用を一層進めるとともに、さまざまな整備手法を検討しながら、文化を 事業目的
展開方向

中心としたさまざまな交流やにぎわいを生み出す文化交流拠点施設の整備に取り組みます。
文化芸術振興基本方針を推進していく。 ４月～３月　　　施策の推進

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

基本方針に基づいて実施した事業の進捗率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 文化芸術振興条例により策定した基本方針を、推進する。 直接 推進した進捗率 ％ 100 100

令和 2年度 － 0

令和 3年度 － 0

市民の意見をどのように反映し、また、推進していくか、課題である。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

事業の推進 0 事業の推進 0 0 事業の推進 0 事業の推進 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17
正職員人件費 1,496 1,496 1,496 1,496 1,496

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,496 1,496 1,496 1,496 1,496
(11)単位費用

14.96千円／％ 14.96千円／％ 14.96
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

文化芸術振興条例を受けて基本方針を策定し、より効果的な施策を推進する必要があるため。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

想定通り推進した。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 基本方針に則り、施策を推進した。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民の自主的な活動と連携することにより、効果的な推進が 様々な団体と協力し実施した。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 図れる。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

文化芸術に触れ、参加する機会を提供した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,496 0 1,496 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

0

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 6.68

％ 10万円 6.68 100

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ●その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
文化芸術団体と協力し、市の文化振興に寄与できるよう努める。 文化芸術振興基本方針は文化振興事業の大方針を定めたもので、個別事業を実施するものではない。また、策定事業は完了しており、時点修正

を行うものではないため、時機を見て基本方針の改訂を実施するものとしたい。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1111 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 □経常 ■なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化芸術振興基本方針の推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.17 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,496 千円 (うち人件費 1,496 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の自主的な文化芸術活動を促進するため、共催・後援事業の拡充を図ります。また、活動や発表の場を 平成２



、 我孫子市内及び近郊の音楽愛好家の交流を図るとともに、多くの市民に音楽を演奏することの素晴らしさを
施策目的・

(2)目的 ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風土をいかした新た 事業目的 身近に感じていただき、市民の音楽活動の活性化を図る。
展開方向

な文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。
教育委員会、我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団が中心となる実行委員会を組織し、市民コンサートを実 　７月　第１回実行委員会
施している。 　８月から１２月　練習
市民コンサートの公演は１２月の土曜日と日曜日にかけて２回開催する。我孫子フィルによる練習は８月か 当該年度 　９月　第２回実行委員会
ら１２月まで、日曜日を中心に行う。 執行計画 １０月　広報掲載（ＰＲ用）

(3)事業内容 内　　容 １１月　第３回実行委員会
１２月　本番
来場者数 想定値 900当該年度

単位 人
活動結果指標 実績値 897

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 参加者に芸術文化の素晴らしさを体感してもらうため、多くの来場者を募る。 直接 来場者数 人 897 950

令和 2年度 同上 直接 同上 人 950

令和 3年度 同上 直接 同上 人 975

コンサートの趣旨を参加者及び実行委員に理解してもらい、参加者同士の意思の疎通を図ることが必要である。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

市民コンサート負担金 200 市民コンサート負担金 200 200 市民コンサート負担金 200 市民コンサート負担金 200
嘱託職員報酬 100 嘱託職員報酬 110 105 嘱託職員報酬 110 嘱託職員報酬 110

共済費 17 16 共済費 17 共済費 17
旅費（交通費） 2 3 旅費（交通費） 2 旅費（交通費） 2

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 300 合　　計 329 324 合　　計 329 合　　計 329
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 300 329 324 329 329

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12
正職員人件費 1,056 1,056 1,056 1,056 1,056

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 100 100 100 110 110
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,356 1,385 1,380 1,385 1,385
(11)単位費用

1.51千円／人 1.54千円／人 1.54
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・我孫子市は音楽活動が活発に行われているが、それぞれが個々に活動している感が否めない。文化団体どおしを結びつ ●①事前確認での想定どおり
け、芸術文化活動の新たなネットワークづくりをする必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・市民コンサートは我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団が中心となり実施してきており、今回で３８回を迎えるこの１ ●要
   背景は？(事業の必要性) ２月のコンサートは市民の楽しみとして定着している。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

市の共催事業として、我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団がコンサートを実施した。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市民コンサートへの負担金

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ●要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 企画・運営とも市民と協働して実施する。 我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団との共催。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 企画・運営に携わっていないため、事業の方法を検討する。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ●要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
897 950 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

市民に定着したコンサートであるため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 897 94.42
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,385 △29 1,380 99.64
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△2.14

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 68.59

人 10万円 65 94.77

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業と「文化祭」事業については、市民に身近な環境で文化芸術に触れていただくという同じ目的を達成するために実施していることから、 令和２年度から本事業を「文化祭」事業に組みいれて、効果的・効率的に実施していく。
今後は、市民文化祭と結合し実施していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1114 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市民コンサート 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.12 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,356 千円 (うち人件費 1,056 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,385 千円 (うち人件費 1,056 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信するとともに



民に文化芸術に触れ親しんでもらい、市民の文化芸術に関する関心を高める。
施策目的・

(2)目的 ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風土をいかした新た 事業目的
展開方向

な文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。
文化祭は、９月から１２月にかけて「芸能分門」「各種文化行事」「展示分門」にわかれ３３部門の発表会 　４月　文化祭役員会　　５月　文化祭第１回実行委員会
を実施している。 　６月　文化祭役員会、広報原稿（募集）取りまとめ　　７月　総合プログラム印刷依頼
　運営は、我孫子市文化連盟・我孫子合唱連盟・北部地区文化祭実行委員会で我孫子市民文化祭実行委員会 当該年度 　８月　文化祭第２回実行委員会　　９月　個別プログラム印刷、広報原稿（ＰＲ用）取りまとめ
を組織し、多くの方々の意見を取り入れ市民が気軽に参加できるよう工夫し、我孫子ならではの文化芸術イ 執行計画 　９月から１２月　文化祭の実施　　１２月　文化祭第３回実行委員会（反省会）

(3)事業内容 内　　容 ベントとして実施している。

参加者数 想定値 4,500当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 3,624

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 文化祭の参加者を増やす。 直接 参加者数 人 3,624 4,900

令和 2年度 同上 直接 同上 人 4,950

令和 3年度 同上 直接 同上 人 5,000

団体に加盟していない一般市民にどれだけ多く参加してもらうかが課題である。実行委員にもＰＲ活動に参加してもらう。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

文化祭委託料 3,600 文化祭委託料 3,600 0 文化祭委託料 3,600 文化祭委託料 3,600
施設使用料 892 施設使用料 892 892 施設使用料 892 施設使用料 892
嘱託職員報酬 100 嘱託職員報酬 120 105 嘱託職員報酬 120 嘱託職員報酬 120

共済費 17 16 共済費 17 共済費 17
旅費（交通費） 2 3 旅費（交通費） 2 旅費（交通費） 2
6月補正（文化祭委託料） △3,600 0
6月補正（文化祭運営負担金） 3,600 3,479

実施内容 9月補正（施設使用料） 113 85

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 4,592 合　　計 4,744 4,580 合　　計 4,631 合　　計 4,631
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 4,592 4,744 4,580 4,631 4,631

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3
正職員人件費 2,640 2,640 2,640 2,640 2,640

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 100 100 100 120 120
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 7,232 7,384 7,220 7,271 7,271
(11)単位費用

1.61千円／人 1.64千円／人 1.99
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・文化芸術基本法においても、芸術文化の振興や市民の関心および理解を深めるよう努めることとしている。 ●①事前確認での想定どおり
・文化芸術の発表・展示の場を求める市民が多い。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・人間関係が希薄な現代には、文化活動をとおして市民同士の交流を図る必要がある。また、文化活動の素晴らしさを体 ●要
   背景は？(事業の必要性) 感してもらう。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

文化祭は、文化芸術団体に所属している方、個人で文化活動されてる方々の発信、発表の場となっている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 我孫子市民文化祭実行委員会を組織し、開催している。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ●要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市内で活動する文化団体で組織する実行委員会により、企画 我孫子市民文化祭実行委員会との協働で開催している。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ・運営を行う。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ●要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ●要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
3,624 4,900 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

一般参加者が予定より見込めなかったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 3,624 73.96
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 7,384 △152 7,220 97.78
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ●要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

△2.1

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 文化祭に係る経費について、余剰金が発生し戻入したた

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ●要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 め。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 66.36

人 10万円 50.19 75.63

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業と「市民コンサート」事業については、市民に身近な環境で文化芸術に触れていただくという同じ目的を達成するために実施しているこ 令和２年度から、本事業に「市民コンサート」事業を結合し、効果的・効率的に実施していく。
とから、今後は、市民文化祭と結合し実施していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1115 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化祭 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.3 人）
(1)事業概要

(当　初) 7,232 千円 (うち人件費 2,640 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 7,384 千円 (うち人件費 2,640 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信するとともに、 多くの市



を 子どもたちが創作活動に親しみを持ち、豊かな感性を育ませる。
施策目的・

(2)目的 提供するため、既存施設の効率的利用を一層進めるとともに、さまざまな整備手法を検討しながら、文化を 事業目的
展開方向

中心としたさまざまな交流やにぎわいを生み出す文化交流拠点施設の整備に取り組みます。
第18回目の作品募集を4月～9月までの間で行い、小中高の各部門の優秀作品を決定する。 ・第１８回作品募集（4月1日～9月末まで）
また、前年度に全国の小中高生から夢あふれる童話作品を募集・審査し、表彰を行った優秀作品を作品集と ・6月から9月　第16集（第17回入賞作品）の刊行
して刊行し、市内小中学校、市内及び近隣市町村図書館に配布する。 当該年度 ・12月中旬から1月中旬まで事前審査　・1月下旬　募集作品審査会

執行計画 ・2月第17回めるへん文庫受賞作品発表　・ホームページ掲載
(3)事業内容 内　　容 ・32年3月表彰式

応募作品数 想定値 150当該年度
単位 編

活動結果指標 実績値 159

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 めるへん文庫応募作品を増やす。 直接 応募作品数 編 159 190

令和 2年度 同上 直接 同上 編 195

令和 3年度 同上 直接 同上 編 200

「めるへん文庫」は、平成１３年に市民から寄せられた寄付により基金が設立され、以後、子どもたちが創作活動に親しみ、豊
(7)事業実施上の課題と対応 かな感性を育むことを目的に事業を行ってきました。現在では、子どもたちが自らの意思で文化意識を継続して発揮する場とし 代替案検討 ○有 ●無

て受け入れられています。子ども達が、学校活動以外の場所で創造することの楽しさ、評価されることの喜びを求めていること

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

報償費 86 報償費 86 86 報償費 86 報償費 86
消耗品 35 消耗品 85 73 消耗品 85 消耗品 85
印刷製本費 480 印刷製本費 480 453 印刷製本費 480 印刷製本費 480
筆耕翻訳料 15 筆耕翻訳料 15 15 筆耕翻訳料 15 筆耕翻訳料 15
表紙・挿絵委託料 100 表紙・挿絵委託料 100 100 表紙・挿絵委託料 100 表紙・挿絵委託料 100
基金積立金 276 基金積立金 283 283 基金積立金 276 基金積立金 276
嘱託職員報酬 100 嘱託職員報酬 140 105 嘱託職員報酬 140 嘱託職員報酬 140

実施内容 共済費 17 16 共済費 17 共済費 17
旅費（交通費） 2 3 旅費（交通費） 2 旅費（交通費） 2

(8)施行事項
費　　用 3月補正　基金積立金 11,920 11,920

予算(決算)額 合　　計 1,092 合　　計 13,128 13,054 合　　計 1,201 合　　計 1,201
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 371 1,089 13,054 159 159

その他の財源 □特会 □受益 ■基金 □その他 721 □特会 □受益 ■基金 □その他 12,039 0 □特会 □受益 ■基金 □その他 1,042 □特会 □受益 ■基金 □その他 1,042
換算人数(人) 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26
正職員人件費 2,288 2,288 2,288 2,288 2,288

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 100 100 100 140 140
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,380 15,416 15,342 3,489 3,489
(11)単位費用

22.53千円／編 102.77千円／編 96.49
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

この事業は、大人の市民の意向が発端となって事業化されたものでありましたが、現在では、子ども達にとっては、学校 ●①事前確認での想定どおり
活動以外の場でさらに個性を成長させることのできる、貴重な機会になっています。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ また、近年では、文化活動団体からも、「めるへん文庫」事業に対する理解を得られてきており、存続を望む声や、事業 ○要
   背景は？(事業の必要性) への寄付やＰＲなど様々な場面で積極的な協力を得られるようになってきました。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

これらの状況は、「めるへん文庫」に寄せる期待の表れでもあります。 読書、創作活動を通して、子どもならではの感性、想像力、表現力を育むために重要な事業である。
このように、子どもから大人まで市民の期待に応えるためにも、この事業の存続は必要です。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 全国の小学生・中学生・高校生から童話作品を募集し、審査

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 会において選出された作品の表彰を行う。
□その他 　促進された 選出された作品は翌年度「めるへん文庫」として刊行。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ●要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ●要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ○不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(編) 目標値(b)(編) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(編) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
159 190 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

市内小中学校で夏休みの課題としていたこともあり、昨年度は小学生の応募が急
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 159 83.68

増したが、それがなくなったため応募数が減少した。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 15,416 △12,036 15,342 99.52
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ●要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

△356.09

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 刊行部数を抑えたため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ●要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 1.23

編 10万円 1.04 84.55

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
多感な年齢の子どもたちが、自らの感性、想像したものを童話作品で表現し創作することで、作品を生み出す難しさや達成感を感じられる事業
となっている。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1117 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 めるへん文庫 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.26 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,430 千円 (うち人件費 2,288 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 15,416 千円 (うち人件費 2,288 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の自主的な文化芸術活動を促進するため、共催・後援事業の拡充を図ります。また、活動や発表の場



するとともに、 子供たちに良質な舞台芸術を鑑賞してもらう。
施策目的・

(2)目的 ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風土をいかした新た 事業目的
展開方向

な文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。
けやきプラザホール等において、主に小中学生を対象にしたプロ劇団による演劇を上演する。 ６月　　第１回実行委員会（事業計画ほか）

７月　　第２回実行委員会（事業内容ほか）
当該年度 ７月～８月　舞台劇の下見
執行計画 ９月　　第３回実行委員会（次年度の内容確認、会場予約）

(3)事業内容 内　　容 １１月　第４回実行委員会（広報の方法ほか）
１２月　第５回実行委員会（公演日の運営ほか）
入場者数 想定値 400当該年度

単位 人
活動結果指標 実績値 181

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 より多くの子供たちに舞台芸術のすばらしさを体感してもらう。 直接 入場者数 人 181 400

令和 2年度 同上 直接 同上 人 430

令和 3年度 同上 直接 同上 人 450

大人が鑑賞させたい舞台と子どもが鑑賞したい舞台に相違があるため、子どもたちにも選定に加わってもらう。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品 20 消耗品 20 0 消耗品 20 消耗品 20
印刷製本費 48 印刷製本費 79 0 印刷製本費 79 印刷製本費 79
チケット販売手数料 8 チケット販売手数料 5 0 チケット販売手数料 5 チケット販売手数料 5
自主事業委託料 400 自主事業委託料 400 0 自主事業委託料 400 自主事業委託料 400
自主事業スタッフ委託料 117 自主事業スタッフ委託料 149 0 自主事業スタッフ委託料 149 自主事業スタッフ委託料 149
施設使用料 133 施設使用料 133 0 施設使用料 133 施設使用料 133
著作権使用料 10 著作権使用料 0 0 著作権使用料 0 著作権使用料 0

実施内容 嘱託職員報酬 115 嘱託職員報酬 120 158 嘱託職員報酬 120 嘱託職員報酬 120
共済費 20 24 共済費 20 共済費 20

(8)施行事項
費　　用 旅費（交通費） 2 4 旅費（交通費） 2 旅費（交通費） 2

12月補正　消耗品（減額） △20 0
12月補正　印刷製本費（減額） △79 0
12月補正　チケット販売手数料（減額） △5 0
12月補正　自主事業委託料（減額） △400 0
12月補正　自主事業スタッフ委託料（減 △149 0
12月補正　施設使用料（減額） △133 0
12月補正　子舞台運営負担金（減額） 1,054 862

予算(決算)額 合　　計 851 合　　計 1,196 1,048 合　　計 928 合　　計 928
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 671 1,016 878 748 928

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 180 □特会 ■受益 □基金 □その他 180 170 □特会 □受益 □基金 □その他 180 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15
正職員人件費 1,320 1,320 1,320 1,320 1,320

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 115 115 115 120 120
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,171 2,516 2,368 2,248 2,248
(11)単位費用

5.43千円／人 6.29千円／人 13.08
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

感受性豊かな子どもたちを育てるためにも、質の高い芸術を身近で鑑賞してもらい、芸術文化の素晴らしさを体感しても ●①事前確認での想定どおり
らうと共に心に潤いを持ってもらう。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

子どもも大人も楽しめる、質の高い舞台を提供することができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 我孫子市子どものための舞台鑑賞実行委員会を組織し、企画

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 運営を行うことで、より広い広報宣伝を行うこどができ来場
□その他 　促進された 者の増加につながる。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民団体と実行委員会を組織して実施する。 実行委員会を開催し、事業実施までのスケジュール、役割等 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り の打合せ等を行いった。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
181 400 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルスの感染拡大により鑑賞を控える傾向にあったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 181 45.25
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,516 △345 2,368 94.12
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△15.89

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 舞台公演に係る経費が抑えられたため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 15.9

人 10万円 7.64 48.05

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
文化芸術は、創造性を育み、表現力を高めるとともに多様性を受け入れられる心を形成するものであることから、今後も継続して実施する。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1121 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 子どものための舞台鑑賞事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.15 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,221 千円 (うち人件費 1,320 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,516 千円 (うち人件費 1,320 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信



ともに、 市民の鑑賞意欲に応え、優れた絵画の展示を行い、文化芸術のすばらしさを体感してもらう。
施策目的・

(2)目的 ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風土をいかした新た 事業目的
展開方向

な文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。
市民プラザなどの公共施設を使用し、寄贈絵画の展示会を開催し、寄贈絵画の素晴らしさを市民に広く知っ ・６月事業計画の検討、７月～年度末まで随時実施。
ていただくとともに、寄贈された絵画の保存と活用の方法を研究する。 ・年間で保存場所の改修と適切な保存を行う。
また、より多くの方にご来場いただけるよう、コンサートなど他のイベントとコラボレーションし実施する 当該年度
。 執行計画

(3)事業内容 内　　容

入場者数 想定値 1,000当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 より多くの市民等に来場いただき、絵画芸術の素晴らしさを体感してもらう。 直接 入場者数 人 0 1,000

令和 2年度 同上 直接 同上 人 1,100

令和 3年度 同上 直接 同上 人 1,150

毎年、岡田正二の作品を中心に展示しているが作風が同じである事と同じ会場で開催しているため、新規入場者の増加が難しい
(7)事業実施上の課題と対応 状況であった。近年は寄贈されている全ての作者を対象に展開している。 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品 35 消耗品 30 3 消耗品 30 消耗品 30
印刷製本費 48 印刷製本費 0 0 印刷製本費 79 印刷製本費 79
自主事業委託料 150 自主事業委託料 100 0 自主事業委託料 100 自主事業委託料 100
作品修繕費 180 作品修繕費 130 114 作品修繕費 130 作品修繕費 130
施設使用料（保存庫賃借料） 174 施設使用料（保存庫賃借料） 175 175 施設使用料（保存庫賃借料） 175 施設使用料（保存庫賃借料） 175
嘱託職員報酬 150 嘱託職員報酬 150 105 嘱託職員報酬 150 嘱託職員報酬 150

共済費 26 16 共済費 26 共済費 26
実施内容 旅費（交通費） 4 3 旅費（交通費） 4 旅費（交通費） 4

12月補正　自主事業委託料 △100 0
(8)施行事項

費　　用

予算(決算)額 合　　計 737 合　　計 515 416 合　　計 694 合　　計 694
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 737 515 416 694 694

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15
正職員人件費 1,320 1,320 1,320 1,320 1,320

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 150 150 150 150 150
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,057 1,835 1,736 2,014 2,014
(11)単位費用

2.06千円／人 1.84千円／人 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・市には非常に芸術的価値の高い寄贈絵画が８００点あまりある。本来であれば、このような芸術的価値の高い絵画は常 ○①事前確認での想定どおり
設展示し、市民の皆さんがいつでも鑑賞できるようにしておくべきである。しかし、本市には美術館が無いため、常設展 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 示できない状況である。 ●要
   背景は？(事業の必要性) ・本事業を実施することにより、多くの市民の皆さんに絵画を鑑賞する機会の提供ができる。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ○不要

中里薬師堂十二神将像の修復が完了し全体の展示することとなったため、寄贈作品の展示は行わなかった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市保有の絵画であるため、市主導の実施が適している。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ●要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ○不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り これまで、歴史文化財担当で実施している文化財とコラボし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 実施していたが、今回は中里薬師堂十二神将像の修復が完了 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り たため仏像のみ展示した。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ●要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 1,000 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

これまで、歴史文化財担当で実施している文化財とコラボし実施していたが、今
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0 0

回は中里薬師堂十二神将像の修復が完了たため仏像のみ展示した。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,835 222 1,736 94.6
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ●要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ○不要

10.79

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 これまで、歴史文化財担当で実施している文化財とコラ

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ●要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 ボし実施していたが、今回は中里薬師堂十二神将像の修

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ○不要
   (目標対費用) 54.5 復が完了たため仏像のみ展示した。

人 10万円 0 0

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
市民に文化芸術のすばらしさを体感してもらえる事業として、寄贈された絵画を活用することは大変有効。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1122 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 寄贈絵画の保存と活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.15 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,984 千円 (うち人件費 1,320 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,835 千円 (うち人件費 1,320 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信すると



ともに、 市内在住、在勤,在学で若い音楽家たちが出演するコンサートを開催し、多くの市民に鑑賞してもらう。
施策目的・

(2)目的 ふれる機会や参加する機会の充実を図ります。また、さまざまな分野で我孫子の自然や風土をいかした新た 事業目的
展開方向

な文化芸術活動が生まれるよう、個人や団体への支援に努めます。
市内各会場において、若手音楽家のみならず様々な年齢層で、クラシックに限らず多彩なジャンルのコンサ ・４月　テーマ検討
ートをテーマに沿って実施する。 ・６月から１２月まで随時出演者との打合せ及びコンサートについて広報などでPR

当該年度 ・２月に実施予定。
執行計画

(3)事業内容 内　　容

事業実施回数 想定値 1当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 1

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの市民参加を募る 直接 主催事業実施回数 回 1 1

令和 2年度 同上 直接 同上 回 1

令和 3年度 同上 直接 同上 回 1

出演者・来場者、双方の参加者を、多く募る必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品 25 消耗品 20 10 消耗品 25 消耗品 25
印刷製本費 48 印刷製本費 79 76 自主事業委託料 250 自主事業委託料 250
自主事業委託料 250 自主事業委託料 250 0 スタッフ委託料 148 スタッフ委託料 148
スタッフ委託料 146 スタッフ委託料 148 0 音楽著作権料 0 音楽著作権料 0
音楽著作権料 10 音楽著作権料 0 0 嘱託職員報酬 133 嘱託職員報酬 133
嘱託職員報酬 150 嘱託職員報酬 133 121 共済費 26 共済費 26

共済費 26 18 旅費（交通費） 4 旅費（交通費） 4
実施内容 旅費（交通費） 4 3

12月補正　自主事業委託料 △250 0
(8)施行事項

費　　用 12月補正　スタッフ委託料 △148 0

予算(決算)額 合　　計 629 合　　計 262 228 合　　計 586 合　　計 586
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 629 262 228 586 586

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15
正職員人件費 1,320 1,320 1,320 1,320 1,320

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 150 150 150 133 133
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,949 1,582 1,548 1,906 1,906
(11)単位費用

1,949千円／回 1,582千円／回 1,548
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・市内には、音楽家を目指している若者や、バンド、声楽などの音楽活動をしている人々がたくさんおり発表する機会を ●①事前確認での想定どおり
望んでいる。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・やすらぎの場を求めている市民が多い。生演奏を気軽に聴けるコンサートが必要。また、市民プラザ、アビスタ、湖北 ○要
   背景は？(事業の必要性) 地区公民館は、気軽に聴けるコンサート会場に適している。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

・子育て世代の方にも、気軽にクラシックが聴けるよう、その場を提供する必要がある。 雑誌「白樺」刊行１１０周年及び市制施行５０周年を記念したコンサートを実施。ピアノ演奏、歌と朗読のコラボ、ＳＰ
レコードなどを披露した。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市主導で行うことで、テーマに沿ったまとまりのある事業を

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 展開できる。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 出演者を市民で構成する。 音楽だけではなく、朗読による演出も取り入れたため出演者 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り の幅を広げ構成した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1 1 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

出演者の協力連携により開催することができた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,582 367 1,548 97.85
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

18.83

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.06

回 10万円 0.06 100

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
子育て世代を含む大人から子どもまで鑑賞できるコンサートは大変貴重である。音楽活動する人々に演奏の機会を提供することは文化振興のさ
らなる発展が期待でき¥ る。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1123 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市民参加型コンサート 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.15 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,888 千円 (うち人件費 1,320 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,582 千円 (うち人件費 1,320 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

幅広い年代の市民が新たに文化芸術に親しめるよう、イベントや活動団体の情報を広く発信すると



どの調査・ 郷土芸能の発表の場を設けることにより、継承者の意識の高揚と団体内の活性化を図る。
施策目的・

(2)目的 研究を行うとともに、活動のＰＲなど情報発信の充実、後継者育成のための支援に取り組みます。 事業目的
展開方向

毎年１２月に湖北地区公民館ホールにおいて、我孫子市に伝わる神楽舞や祭囃子などの民俗芸能を発表する ○　９月　出演団体に依頼（開催日・リハーサル）、実施計画書の作成、ポスター、チラシデザインの依頼
郷土芸能祭を教育委員会主催で行う。 ○１０月　出演原稿とりまとめ、プログラム原稿作成、ポスター、チラシの作成、ミニコミ紙掲載依頼、
出演：伝統的な民俗芸能を営々と伝える団体「古戸はやし連中」「あびこふるさと会」「ひょっとこ睦」及 当該年度 　　　　　案内状作成等
び市内小中学校の伝統芸能クラブ「布佐中郷土芸能講座」「第四小伝統芸能クラブ」「湖北小伝統芸能クラ 執行計画 ○１１月　プログラム印刷依頼、リハーサル開催（プログラム用写真撮影）

(3)事業内容 内　　容 ブ」「布佐小伝統芸能クラブ」 ○１２月第一日曜日　郷土芸能祭開催
出し物：「神楽舞」「祭囃子」「寿獅子舞」など。 ○　１月　出演団体に映像と資料を送付

参加者数 想定値 100当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 105

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 郷土芸能祭の参加者を増やす。 直接 郷土芸能祭参加者数 人 105 100

令和 2年度 同上 直接 同上 人 110

令和 3年度 同上 直接 同上 人 120

観覧者は出演者の家族や近所の方々が殆どであるため、ゲストの選定等、工夫をしながら開催している。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

出演者報償費 100 出演者報償費 100 100 出演者報償費 100 出演者報償費 100
消耗品費 20 消耗品費 20 15 消耗品費 20 消耗品費 20
印刷製本費 150 印刷製本費 154 153 印刷製本費 154 印刷製本費 154
郷土芸能祭委託料 400 郷土芸能祭委託料 380 0 郷土芸能祭委託料 380 郷土芸能祭委託料 380
公民館スタッフ委託料 292 公民館スタッフ委託料 297 0 公民館スタッフ委託料 297 公民館スタッフ委託料 297
嘱託職員報酬 100 嘱託職員報酬 120 158 嘱託職員報酬 120 嘱託職員報酬 120

共済費 17 24 共済費 17 共済費 17
実施内容 旅費（交通費） 2 4 旅費（交通費） 2 旅費（交通費） 2

9月補正（出演者報償費） 250 250
(8)施行事項

費　　用 9月補正（委託料） △380 0
9月補正（公民館スタッフ委託料） △97 0

予算(決算)額 合　　計 1,062 合　　計 863 704 合　　計 1,090 合　　計 1,090
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,062 863 704 1,090 1,090

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21
正職員人件費 1,848 1,848 1,848 1,848 1,848

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 100 100 100 120 120
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,910 2,711 2,552 2,938 2,938
(11)単位費用

29.1千円／人 27.11千円／人 24.3
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・その時々の暮らしの中から生まれ育ってきた伝統的な祭りや芸能を見直し、育てる機会とする。　また、こうした伝統 ●①事前確認での想定どおり
芸能を地域ぐるみで支え、次世代に継承していく。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・市民に身近に鑑賞する機会を提供することにより、地域住民の手によって新たな地域文化として育てていくなど、故郷 ○要
   背景は？(事業の必要性) 作りを推進する。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

・今日の、私たちの生活文化や思想の基礎となる価値の高い無形文化財を計画的に記録・保存するため。 地域に伝わる伝統芸能を継承させる。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 郷土芸能の鑑賞の機会を広報・宣伝し周知させるためには市

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 主導で行う必要がある。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 出演者を市民及び市民団体で構成する。 市内で活躍する市民団体が出演する。 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
105 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

市内の継承団体および小中学校の活動が活性化している。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 105 105
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,711 199 2,552 94.14
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

6.84

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 参加者の増加による。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 3.69

人 10万円 4.11 111.38

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
古くから伝わる郷土芸能を実際に演じたり、鑑賞したりすることで次世代の継承に大きく貢献するための貴重な事業である。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1125 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 郷土芸能活動の保護育成 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.21 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,899 千円 (うち人件費 1,848 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,711 千円 (うち人件費 1,848 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53201 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子に伝わる生活文化や貴重な郷土芸能を保存し、継承していくため、聞き取りや現地踏査な



め、発掘調査や歴 住宅建設等に伴って破壊される遺跡において発掘調査を実施することにより、正確に記録保存を行い、文化
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的 財の重要性を広く市民に知らせていく。
展開方向

ます。
 我孫子市内に所在する遺跡において住宅建設などに伴って現状が変更される場合、試掘を実施し、古代人 試掘の結果を受けて、確認調査、本調査を行なう場合、できるだけ速やかに実施し、年度内に調査終了する
の住まいや生活の痕跡である遺構が確認された場合、本調査を実施することとなる。不特定遺跡発掘調査と よう調整をはかる。
は個人専用住宅の本調査や、民間開発事業に伴う本調査範囲を決めるための確認調査をさし、市民生活に直 当該年度
結するため、小規模ながらも迅速に実施する必要がある。調査後は出土した遺物や記録類を整理し、報告書 執行計画

(3)事業内容 内　　容 刊行に備える。

発掘調査執行率 想定値 100当該年度
単位 %

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 年度内に発生した発掘調査案件を全て完了する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） % 100 100

令和 2年度 年度内に発生した発掘調査案件を全て完了する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） % 100

令和 3年度 全ての発掘調査案件を正確に記録し保存する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） % 100

件数が前年度に予測できないため、柔軟な対応が必要となる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

賃金 1,782 賃金 1,676 1,676 賃金 1,676 賃金 1,676
需用費（消耗品費、印刷製本費） 500 需用費（消耗品費、印刷製本費） 500 350 需用費（消耗品費、印刷製本費） 511 需用費（消耗品費、印刷製本費） 511
修繕料 39 修繕料 41 37 修繕料 41 修繕料 41
遺跡地図システム保守委託 216 通信運搬費 22 17 通信運搬費 22 通信運搬費 22
遺跡管理ソフト使用料 623 遺跡地図システム保守委託 218 216 遺跡地図システム保守委託 220 遺跡地図システム保守委託 220
使用賃借（重機等借上料） 1,366 遺跡管理ソフト使用料 628 628 遺跡管理ソフト使用料 634 遺跡管理ソフト使用料 634

使用賃借（重機等借上料） 1,405 1,372 使用賃借（重機等借上料） 1,419 使用賃借（重機等借上料） 1,419
実施内容 98史跡整備協議会負担金 4 4 98史跡整備協議会負担金 4 98史跡整備協議会負担金 4

98公用車　燃料費 40 34 98公用車　燃料費 68 98公用車　燃料費 68
(8)施行事項

費　　用 98公用車　車検修繕料 72 64 98公用車　車検修繕料 74 98公用車　車検修繕料 74
98公用車　車検代行・点検手数料・自賠 41 41 98公用車　車検代行・点検手数料・自賠 41 98公用車　車検代行・点検手数料・自賠 41
98公用車　自動車重量税 13 13 98公用車　自動車重量税 13 98公用車　自動車重量税 13

予算(決算)額 合　　計 4,526 合　　計 4,660 4,452 合　　計 4,723 合　　計 4,723
国庫支出金 補助率 25.2 ％ 1,000 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 5.06 ％ 200 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 3,326 4,660 4,452 4,723 4,723

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11
正職員人件費 968 968 968 968 968

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 1,782 1,676 1,676 1,676 1,676

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 5,494 5,628 5,420 5,691 5,691
(11)単位費用

54.94千円／% 56.28千円／% 54.2
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・文化財保護法第99条に基づき損壊する恐れのある埋蔵文化財は事前に記録保存を行なわなければならない。 ●①事前確認での想定どおり
・埋蔵文化財は過去の歴史を知るための貴重な資料であり、消滅の恐れのあるものは後世に伝えるために、正確に記録保 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 存をしなければならない。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民生活に直結する開発等を滞らせることなく、文化財保護法に定められた発掘調査を円滑に進めることができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 千葉県の指導により、発掘調査は一義的に市が直営事業で実

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 施するものとされ、民間調査機関は事務量的に市が受けられ
□その他 　促進された ない場合に限られる。また、専門的な業務のため、市民での

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 実施は不可能である。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 近隣小中学校の児童生徒を受け入れ、体験発掘等を実施して 直営事業のため、市民参加は難しいが、小学校・中学校の職 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り いる。 場体験や社会科見学の一環として、発掘調査体験事業や現場 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り での説明会などを実施している。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではないが、重機などの発掘に関係 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ある車両の使用を最小限にするように業務を調整している。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に負荷を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

課内の協力をもって、業務推進を行った。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) ■①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,628 △134 5,420 96.3
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△2.44

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.78

% 10万円 1.85 103.93

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
市民生活に直結する個人専用住宅建設に伴う発掘調査は速やかに実施するとともに、調査結果を整理し、我孫子の文化財周知や文化の向上につ
なげるためにも今後も実施していく。複数の職員を確保し、現状どおおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1126 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 不特定遺跡発掘調査 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.11 人）
(1)事業概要

(当　初) 5,655 千円 (うち人件費 968 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 5,628 千円 (うち人件費 968 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継承するた



指定文化財制度や登録文化財制度 我孫子市の史跡と文化財を後世に残していくために、価値の調査を行い、市指定文化財として保存と活用を
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的 図る。
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
　市内の史跡等の文化財を調査し、市の文化財として指定し保護する。また、指定した文化財は、ホームペ ・文化財の指定候補としている案件のうち、特に指定への重要度が高いものから文化財審議委員等による調
ージ等で広く市民に紹介する。指定に当たっては、文化財に専門的知識を有するメンバーで構成する文化財 査、協議、所有者との調整を行い、指定文化財とし、保存、ＰＲを図る。
審議会に諮問し答申を受けて行う。指定文化財の保存、継承のための支援策を実施する。その一環として、 当該年度 ・文化財保存基金への寄附の呼びかけを行い、文化財保存のための基金の積み立てを行っていく。
計画的な財源確保の方策の一つとして設置した、文化財保存基金の適切な管理及びＰＲ等を行い文化財の維 執行計画 ・指定文化財の保存や修復に対する補助金などの支援策を必要に応じて適切に実施する。（中里薬師堂　十

(3)事業内容 内　　容 持・活用に努める。 二神将１２体のうち９体が修復完了。残り３体の修復を実施したい。）

指定件数（単年度） 想定値 1当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 1

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 文化財の調査を的確に行い、指定し、広くＰＲする 直接 指定件数（累計）平成３１年度 件 16 17

令和 2年度 文化財の調査を的確に行い、指定し、広くＰＲする 直接 指定件数（累計）平成３３年度 件 19

令和 3年度 文化財の調査を的確に行い、指定し、広くＰＲする 直接 指定件数（累計）平成３５年度 件 21

基本的に所有者の承諾が必要となるため、所有者の理解と協力が必要になる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

報酬（文化財審議委員） 98 報酬（文化財審議委員） 98 98 報酬（文化財審議委員） 98 報酬（文化財審議委員） 98
報償費（文化財調査） 50 報償費（文化財調査） 50 50 報償費（文化財調査） 50 報償費（文化財調査） 50
需用費（文化財写真等現像代） 10 需用費（文化財写真等現像代） 10 10 需用費（文化財写真等現像代） 11 需用費（文化財写真等現像代） 11
委託料（水神山草刈・東源寺樹木等） 436 委託料（水神山草刈・東源寺樹木等） 487 466 委託料（水神山草刈・東源寺樹木等） 491 委託料（水神山草刈・東源寺樹木等） 491
文化財保護補助金 1,000 文化財保護補助金 1,000 1,000 文化財保護補助金 1,000 文化財保護補助金 1,000
文化財保存基金積立金 695 文化財保存基金積立金 695 695 文化財保存基金積立金 695 文化財保存基金積立金 695

（3月補正）
実施内容 文化財保存基金積立金 964 964

（予備費） 41 41
(8)施行事項

費　　用

予算(決算)額 合　　計 2,289 合　　計 3,345 3,324 合　　計 2,345 合　　計 2,345
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 2,289 3,345 3,324 2,345 2,345

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.2 0.21 0.21 0.2 0.2
正職員人件費 1,760 1,848 1,848 1,760 1,760

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,049 5,193 5,172 4,105 4,105
(11)単位費用

4,049千円／件 5,193千円／件 5,172
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・市内の史跡・文化財はその価値を一般に広く知られているわけではなく、常に損壊・消滅の危機にさらされている。こ ●①事前確認での想定どおり
れを我孫子市の歴史的・文化的遺産として保護・活用するためには「指定」等の公的規制が必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・また、文化財の計画的な維持管理により、長く利用するため、文化財保存基金の運用・管理が必要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ・民有の文化財等においては、その保存に対する支援策が必要である。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

指定候補の中から滞りなく指定を行うことができた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) ■法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 文化財は多種多様な歴史的遺産であり、形態や価値、保守能

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 力が異なるため、市民への文化的価値の普及と地域特性に応
□その他 　促進された じた保存を進めるためにも、市が担う事業として実施する必

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 要がある。
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 文化財審議会に諮り、事業を推進するものである。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
文化財審議会に諮り、事業を推進するものである。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 指定文化財には、天然記念物等が含まれるため、自然を生か 指定文化財の区分には、天然記念物が含まれていることから ●①想定どおり
□②生き物と共存している し、また自然環境の保護に貢献している。 、自然を生かすことにつながる。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
16 17 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

指定を行ったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 17 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,193 △1,144 5,172 99.6
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△28.25

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ○①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

●②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.02

件 10万円 0.02 100

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
今後も積極的に文化財を市指定文化財としていく。指定された文化財については、保護・支援を行う。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1128 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財の指定調査と保存支援 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.21 人）
(1)事業概要

(当　初) 4,188 千円 (うち人件費 1,848 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 5,193 千円 (うち人件費 1,848 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらうため、



承するため、発掘調査や歴 住宅建設等に伴って破壊される遺跡において発掘調査を実施することにより、正確に記録保存を行い、文化
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的 財の重要性を広く市民に知らせていく。
展開方向

ます。
我孫子市内に所在する遺跡において住宅建設などに伴って現状が変更される場合、試掘を実施し、古代人の 試掘、確認調査の結果をうけて本調査を行う場合、出来るだけ速やかに実施し、年度内に調査終了するよう
住まいや生活の痕跡である遺構が確認された場合、本調査を実施することとなる。民間開発発掘調査とは、 調整をはかる。
個人専用住宅以外の開発事業に伴う本調査をさす。個人専用住宅に伴う不特定遺跡発掘調査よりも面積が大 当該年度
きく、調査費用が事業者負担となっているため、計画的に発掘調査を実施する必要がある。調査後は出土し 執行計画

(3)事業内容 内　　容 た遺物や記録類を整理し、報告書刊行に備える。

発掘調査執行率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 年度内に発生した発掘調査案件を全て完了する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） ％ 100 100

令和 2年度 年度内に発生した発掘調査案件を全て完了する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） ％ 100

令和 3年度 全ての発掘調査案件を正確に記録し保存する。 直接 発掘調査実施率（実施件数／発掘調査しなければならない件数） ％ 100

件数が前年度の予測できないため、柔軟な対応が必要となる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

賃金 8,408 賃金 8,408 114 賃金 8,408 賃金 8,408
需用費 280 需用費 280 3 需用費 286 需用費 286
委託料 550 委託料 850 0 委託料 867 委託料 867
使用賃借料 2,500 使用賃借料 2,500 137 使用賃借料 2,547 使用賃借料 2,547
備品購入費 80 備品購入費 100 0 備品購入費 110 備品購入費 110
9月補正　賃金 3月補正
9月補正　需用費 賃金（臨時職員） △7,800 △7,800

実施内容 9月補正　委託料 需用費（消耗品・印刷製本） △150 △150
9月補正　使用賃借料 委託料（遺物調査） △450 △450

(8)施行事項
費　　用 使用賃借料（重機等借上げ） △1,900 △1,900

備品購入費（発掘用備品） △60 △60

予算(決算)額 合　　計 11,818 合　　計 1,778 △10,106 合　　計 12,218 合　　計 12,218
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 5,822 △4,218 △10,360 6,222 6,222

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 5,996 □特会 ■受益 □基金 □その他 5,996 254 □特会 ■受益 □基金 □その他 5,996 □特会 □受益 □基金 □その他 5,996
換算人数(人) 0.13 0.13 0.13 0.13 0.13
正職員人件費 1,144 1,144 1,144 1,144 1,144

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 8,408 8,408 8,408 8,408 8,408

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 12,962 2,922 △8,962 13,362 13,362
(11)単位費用

129.62千円／％ 29.22千円／％ △89.62
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・文化財保護法第99条に基づき損壊する恐れのある埋蔵文化財は事前に記録保存を行なわなければならない。 ●①事前確認での想定どおり
・埋蔵文化財は過去の歴史を知るための貴重な資料であり、消滅の恐れのあるものを後世に残すために、正確に記録保存 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ をしなければならない。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

文化財保護法第93条に基づき、損壊する恐れのある埋蔵文化財は発掘調査をしなくてはならない。民間開発に伴う発掘調
査を1件実施し、記録保存することができた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 発掘調査は第一義的に我孫子市教育委員会が実施するもので

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 あり、調査の実施が困難な場合のみ民間調査会社を利用する
□その他 　促進された ことができる（千葉県の指導による）。また、専門性が高い

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した ためNPO法人などでは困難である。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 発掘調査の従事者は大半が我孫子市民である。また、調査の 市内小中学校の体験発掘、見学会を実施している。 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 成果については、学校教育等に活用し市民還元している。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 発掘調査がもたらす成果は自然環境と歴史環境とのつながり 環境に負荷を与えるものではないが、重機使用などを最小限 ●①想定どおり
□②生き物と共存している を強調し、環境意識の向上に役立つ。 にするよう心掛けている。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

案件に基づき、速やかに実施した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 ■⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,922 10,040 △8,962 △306.71
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 昨年度同様大規模な民間開発を見込んでいたが、 ●不要

昨年度同様大規模な民間開発を見込んでいたが、小規模なもの1件のみ 小規模なもの1件のみであったため。
であったため。

77.46

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 受益者負担により行われる事業であるため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 3.42

％ 10万円 △1.12 △32.75

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
民間開発に伴う発掘調査は、住宅の着工など市民生活に影響するために必要な事業である。また、市民自身が文化財保護意識を高めることにも
なり、今後も継続して取り組んでいく。複数の職員を確保し、現状どおおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1129 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 民間開発発掘調査 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.13 人）
(1)事業概要

(当　初) 13,282 千円 (うち人件費 1,144 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,922 千円 (うち人件費 1,144 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継



発掘調査や歴 開発等により消滅する埋蔵文化財を歴史的遺産として後世に伝えるため、発掘調査により記録保存した資料
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的 を整理・研究し、報告書として刊行する。
展開方向

ます。
国から個人専用住宅等に関わる埋蔵文化財発掘調査補助金を受けており、出土した遺物（土器・石器・金属 補助金等に関わる発掘調査報告書を１冊刊行するほかに、下ヶ戸貝塚ほかの重要な遺跡について、国庫補助
器等）、調査記録類（図面・データ・写真類）を整理し、埋蔵文化財報告書を作成しなくてはならない。こ 金を活用して政策的に報告書を刊行する。31年度は下ヶ戸貝塚に関わる報告書（6冊目）を刊行する。
のほかに、我孫子市では民間開発・区画整理等の発掘調査について、基礎的な整理をしたものの、埋蔵文化 当該年度
財報告書が未完のものが160次分残っている。このうち特に出土遺物が豊富で、学術的に重要な根戸船戸古 執行計画

(3)事業内容 内　　容 墳群、下ヶ戸貝塚、鹿島前遺跡、新木東台遺跡、新木南部遺跡群等については政策的に報告書刊行を実施す
る必要がある。報告書を作成した後は、市民に広くその成果を公開し、電脳考古博物館、生涯学習事業、学
校教育事業に活用し、文化財の保護・啓発につなげていく。 刊行冊数 想定値 2当該年度

単位 冊
活動結果指標 実績値 2

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 報告書の刊行 直接 刊行冊数（累計） 冊 61 63

令和 2年度 報告書の刊行 直接 刊行冊数（累計） 冊 65

令和 3年度 全ての発掘調査に係る報告書を刊行し、埋蔵文化財を正確な記録（データ）として後世に残す。 直接 刊行冊数（累計） 冊 67

ページ数等が前年度に予測できないため、柔軟な対応が必要となる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

賃金 12,474 賃金 12,474 12,474 賃金 12,474 賃金 12,474
重要遺跡発掘調査報償費 30 重要遺跡発掘調査報償費 30 15 重要遺跡発掘調査報償費 30 重要遺跡発掘調査報償費 30
需用費（消耗品費・印刷製本費） 1,375 需用費（消耗品費・印刷製本費） 1,175 705 需用費（消耗品費・印刷製本費） 1,198 需用費（消耗品費・印刷製本費） 1,198
委託料（文化財保存・石材同定） 480 通信運搬費 44 35 通信運搬費 44 通信運搬費 44
使用賃借（ＤＴＰパソコン・コピー機） 84 委託料（文化財保存・石材同定） 480 480 委託料（文化財保存・石材同定） 490 委託料（文化財保存・石材同定） 490
備品購入費 20 使用賃借（ＤＴＰパソコン・コピー機） 84 84 使用賃借（ＤＴＰパソコン・コピー機） 86 使用賃借（ＤＴＰパソコン・コピー機） 86
報酬（１号嘱託職員） 1,351 備品購入費 49 31 備品購入費 33 備品購入費 33

実施内容 共済費（１号嘱託職員） 200 報酬（１号嘱託職員） 1,351 1,351 報酬（１号嘱託職員） 1,351 報酬（１号嘱託職員） 1,351
雇用・労災保険料（１号嘱託職員） 17 共済費（１号嘱託職員） 215 215 共済費（１号嘱託職員） 215 共済費（１号嘱託職員） 215

(8)施行事項
費　　用 費用弁償（１号嘱託職員） 47 雇用・労災保険料（１号嘱託職員） 17 17 雇用・労災保険料（１号嘱託職員） 17 雇用・労災保険料（１号嘱託職員） 17

費用弁償（１号嘱託職員） 47 31 費用弁償（１号嘱託職員） 47 費用弁償（１号嘱託職員） 47
98北西部地区担当者会議負担金 20 20 98北西部地区担当者会議負担金 20 98北西部地区担当者会議負担金 20
98旅費（普通・研修） 23 23 98旅費（普通・研修） 23 98旅費（普通・研修） 23
98公用車　燃料費 100 90 98公用車　燃料費 68 98公用車　燃料費 68
98公用車　車検修繕料 72 62 98公用車　車検修繕料 74 98公用車　車検修繕料 74
98公用車　手数料・自賠責保険 41 41 98公用車　手数料・自賠責保険 41 98公用車　手数料・自賠責保険 41
98公用車　重量税 8 5 98公用車　重量税 8 98公用車　重量税 8

予算(決算)額 合　　計 16,078 合　　計 16,230 15,679 合　　計 16,219 合　　計 16,219
国庫支出金 補助率 14.7 ％ 2,490 補助率 14.7 ％ 2,490 0 補助率 14.7 ％ 2,490 補助率 14.7 ％ 2,490
県支出金 補助率 2.9 ％ 498 補助率 2.9 ％ 498 0 補助率 2.9 ％ 498 補助率 2.9 ％ 498
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 13,090 13,242 15,679 13,231 13,231

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1
正職員人件費 880 880 880 880 880

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,615 1,351 1,351 1,351 1,351
臨時職員賃金額 12,474 12,474 12,474 12,474 12,474

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 16,958 17,110 16,559 17,099 17,099
(11)単位費用

8,479千円／冊 8,555千円／冊 8,279.5
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

１．文化財保護法により、記録保存した埋蔵文化財は整理・研究の上、公に刊行しなければならない。 ●①事前確認での想定どおり
２．埋蔵文化財は、昔の暮らしや歴史を知る上で貴重な資料であり、正確な記録として残さねばならない。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

調査の結果として、記録保存した情報を基に報告書を作成することができた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市の発掘調査や文化財調査で収集した情報を、調査研究する

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 には、専門的知識が必要であり、市でしか推進できない。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 発掘調査には、専門知識と経験が必要であり、市民の参加や ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 協働は難しいため、報告書刊行の際には市の歴史や文化に活 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り かす段階において協働が可能だと考えられる。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
専門的、学術的な内容であり、発掘調査を担当した文化財主事がいる教育委員会で実施すべきである。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 報告書刊行は、環境に負荷を与える事業ではないが、紙の使 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 用を抑えるように心がけている。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に影響を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
61 63 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

業務調整を市、報告書を刊行することができた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 63 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) ■①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 17,110 △152 16,559 96.78
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△0.9

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.37

冊 10万円 0.38 102.7

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
今後も未報告の発掘調査の整理を進め報告書を刊行し、調査成果が多くの場面で活用されるよう事業を推進していく。
我孫子市文化財小報は刊行数にカウントしない。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1130 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 考古遺物整理 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.1 人）
(1)事業概要

(当　初) 17,077 千円 (うち人件費 880 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 17,110 千円 (うち人件費 880 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継承するため、



開する場や機 ・我孫子の歴史・文化遺産を市民に広く親しめるものとするために、その内容をわかりやすく紹介する。
施策目的・

(2)目的 会を確保するとともに、市民団体や関係機関、小中学校などと連携し、地域の歴史や文化について学ぶ機会 事業目的 ・見学者を的確に文化財に誘導するとともに、文化財相互の関連性を理解してもらう。
展開方向

を増やすなど、歴史や文化に親しめる環境づくりやしくみづくりを進めます。 ・より多くの方に文化財を見学してもらい、身近なものとして感じ、ふれ親しんでもらう。
・文化財の解説として、写真やイラスト、地図などを掲載した説明板を設置する。 市指定文化財・県指定文化財について、所有者と交渉し説明板・誘導板を設置する。
・エリア的な案内として、地図などを掲載した大拠点サイン、中拠点サインを設置する。
・散策路、回遊路となるルート上において、複数のポイントを掲載した複数誘導板及び単独のポイントを掲 当該年度
載した単独誘導板を設置する。 執行計画

(3)事業内容 内　　容 ・設置サインは、現況調査を行い、状況把握に基づき適正な事後の更新を行う。

説明板と誘導板の設置及び更新 想定値 2当該年度
単位 基

活動結果指標 実績値 4

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 来訪者の回遊性、利便性の向上 直接 説明板・誘導板の設置数（累計） 基 72 74

令和 2年度 来訪者の回遊性、利便性の向上 直接 説明板・誘導板の設置数（累計） 基 75

令和 3年度 来訪者の回遊性、利便性の向上 直接 説明板・誘導板の設置数（累計） 基 81

設置場所により、所有者の承諾や、道路課・公園緑地課等庁内関係各課の調整が必要となる。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

文化財説明板等作成設置業務委託料 663 文化財説明板等作成設置業務委託料 600 596 文化財説明板等作成設置業務委託料 600 文化財説明板等作成設置業務委託料 600
文化財説明板等土地使用料 2 文化財説明板等土地使用料 2 2 文化財説明板等土地使用料 2 文化財説明板等土地使用料 2

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 665 合　　計 602 598 合　　計 602 合　　計 602
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 665 602 598 602 602

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23
正職員人件費 2,024 2,024 2,024 2,024 2,024

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,689 2,626 2,622 2,626 2,626
(11)単位費用

1,344.5千円／基 1,313千円／基 655.5
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・我孫子市内には多くの史跡・文化財があるが、ほとんどは一般に知られていない。我孫子独特の歴史的・文化的環境を ●①事前確認での想定どおり
市民に共有してもらうため、各史跡・文化財の内容・性格を知ってもらう必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・市内の文化財を見学するのに道順がわからず、案内・誘導施設を整備してほしいとの要望が多く寄せられている。その ○要
   背景は？(事業の必要性) ため、説明板の整備と並行して誘導板の整備を行う。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

文化財の所在と内容を明らかにする説明板・誘導板の市民ニーズは年々高まっている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 説明板及び誘導板は市の文化財に対して設置するものであり

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 、公有地もしくは所有者の許可を得た土地に設置する必要が
□その他 　促進された ある。客観的な内容が問われるため、市が主体的に行うべき

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した ものである。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 説明板や誘導板は史跡散策を行う市民や市民団体が利用する ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ものであり、利用者にわかりやすい配置や内容になるよう心 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 掛けている。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
説明板、誘導板の内容は専門的な内容になるため、市民参加を要するものではない。設置後については、市民の主体的な
活動などにおいて広報宣伝していただく。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に影響を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(基) 目標値(b)(基) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(基) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
72 74 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

老朽化により倒壊の危険のあった説明板の更新（1件）および県指定文化財への
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 76 102.7

誘導板（3件）を新設したため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,626 63 2,622 99.85
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

2.34

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 老朽化により倒壊の危険のあった説明板の更新（1件）

単位 費用単位 ○①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 および県指定文化財への誘導板（3件）を新設したため

●②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.08 。

基 10万円 0.15 187.5

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
これまで設置した説明板・誘導板の状態に応じ、板面交換を行うなどの整備を行うとともに、必要に応じて説明板や誘導板を新設していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1132 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財説明板・誘導板の整備 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.23 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,626 千円 (うち人件費 2,024 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53303 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史的・文化的遺産を広く知らせていくため、さまざまな施設や媒体を活用して公



や機 土器・石器などの埋蔵文化財や史跡、文化人などの業績を紹介し、触れ親しむ機会を提供することにより多
施策目的・

(2)目的 会を確保するとともに、市民団体や関係機関、小中学校などと連携し、地域の歴史や文化について学ぶ機会 事業目的 くの方に興味を持ってもらう。
展開方向

を増やすなど、歴史や文化に親しめる環境づくりやしくみづくりを進めます。
土器や石器等の埋蔵文化財を展示する考古展や、市内の史跡・文化財の紹介や我孫子市に関わりのある文化 ・あびこ市民プラザにて２月に実施する文化振興イベントとコラボレーションして開催する。
人の業績等を紹介するための展示会を開催する。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

文化財展来場者数 想定値 1,100当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 1,467

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの方に文化財展示会を見てもらう。 直接 文化財展示会来場者数 人 954 1,100

令和 2年度 多くの方に文化財展示会を見てもらう。 直接 文化財展示会来場者数 人 1,200

令和 3年度 より多くの人が展示会を見学し、内容に満足し、文化財や我孫子の文化に興味を持つ。 直接 文化財展示会来場者数 人 1,300

見学者を増加するため、広報宣伝や取り上げる題材の工夫が必要。学校との連携が課題。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

展示会企画運営事務 0 展示会企画運営事務 0 0 展示会企画運営事務 0 展示会企画運営事務 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.24 0.22 0.22 0.25 0.25
正職員人件費 2,112 1,936 1,936 2,200 2,200

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,112 1,936 1,936 2,200 2,200
(11)単位費用

2.64千円／人 1.76千円／人 1.32
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・我孫子市には多くの歴史的文化的遺産が数多くあるが、人文系展示施設がないため、市民が気軽に触れ親しむ機会が少 ●①事前確認での想定どおり
ない。そのため、これらの情報に触れられる機会を提供しなければならない。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

我孫子市には、発掘調査で出土した遺物や、市史資料などを展示できる場所がないため、文化財展を開催し、多くの市民
に文化財の価値を周知する必要がある。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 出土した遺物や指定文化財の詳細な説明には専門的知識を要

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 し、搬入等についても指定文化財の所有者と協議しながら行
□その他 　促進された うことができるのは市のみであるため。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 展示運営にあたり市民スタッフの協力を仰いでいる。指定文 指定文化財所有者が、ボランティアガイドとして協力した。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 化財出展の際は、所有者である市民が参加している。 ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に影響を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
954 1,100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

広報、チラシ、ホームページで周知に力を入れた結果、想定以上の市民に来場し
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1,467 133.36

てもらうことができた。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,936 176 1,936 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

8.33

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 広報、チラシ、ホームページで周知に力を入れた結果、

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 想定以上の市民に来場してもらうことができた。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 56.82

人 10万円 75.77 133.35

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
寄贈絵画展、市民コンサートと合同で開催することにより、今まで文化財に興味がなかった客層にもアピールすることができたため、今後もコ
ラボ開催を検討していきたい。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1133 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 □経常 ■なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財展示会の実施 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.22 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,936 千円 (うち人件費 1,936 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53303 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史的・文化的遺産を広く知らせていくため、さまざまな施設や媒体を活用して公開する場



場や機 インターネットを活用し、土器や石器等の埋蔵文化財に、いつでも、気軽に、簡単に触れ親しむ機会を提供
施策目的・

(2)目的 会を確保するとともに、市民団体や関係機関、小中学校などと連携し、地域の歴史や文化について学ぶ機会 事業目的 し、多くの方に興味を持ってもらう。
展開方向

を増やすなど、歴史や文化に親しめる環境づくりやしくみづくりを進めます。
インターネットを活用し、市内で出土した土器や石器等の埋蔵文化財、我孫子市史に関すること、市内の史 市のホームページのほかのページとの連携、整合をはかり、アクセス件数の向上を目指す。
跡や文化財などを、ホームページ上で電脳考古博物館として公開する。 定期的に最新情報をアップして速報性を高める。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

電脳考古博物館アクセス件数 想定値 110,000当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 150,481

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの方に電脳考古博物館を見てもらう。 直接 電脳考古博物館アクセス件数 件 98,373 110,000

令和 2年度 多くの方に電脳考古博物館を見てもらう。 直接 電脳考古博物館アクセス件数 件 125,000

令和 3年度 より多くの人が電脳考古博物館を訪れ、内容に満足し、埋蔵文化財に興味を持つ。 直接 電脳考古博物館アクセス件数 件 140,000

アクセス数増加の方法の検討
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

サイトの保守・更新 0 サイトの保守・更新 0 0 サイトの保守・更新 0 サイトの保守・更新 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.18 0.18 0.18 0.18 0.18
正職員人件費 1,584 1,584 1,584 1,584 1,584

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,584 1,584 1,584 1,584 1,584
(11)単位費用

0.51千円／件 0.01千円／件 0.01
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・我孫子市には多くの歴史的文化的遺産が数多くあるが、総合的な人文系展示施設がないため、市民が気軽に触れ親しむ ●①事前確認での想定どおり
機会が少ない。そのため、これらの情報に触れられる機会を提供しなければならない。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・本事業は現在、一般に普及しているインターネットを利用して、誰でも気軽に歴史的文化的遺産に触れ親しむ機会を提 ○要
   背景は？(事業の必要性) 供でき、その必要性は高い。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

郷土資料館・郷土博物館といった出土遺物を常設的に展示する場所がないため、インターネットを活用した博物館は時代
にも適合しており、必要性は高い。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった ホームページの編集権限は市のみにあり、文化財についての

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 専門的視点で記述し、構成する必要があるため。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 専門性が高いため、市民参加は想定していない。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
学術的で専門性が高いため、市民の参加は考えていない。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に影響を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
98,373 110,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

文化財の普及に大きく貢献し、アクセス数の増加が見られた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 150,481 136.8
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,584 0 1,584 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

0

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 文化財の普及に大きく貢献し、アクセス数の増加が見ら

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 れた。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 6,944.44

件 10万円 9,500.06 136.8

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
電脳考古博物館について、広く周知するとともに、情報の更新を定期的に行う。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1134 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 □経常 ■なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 電脳考古博物館の運営 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.18 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,584 千円 (うち人件費 1,584 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53303 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史的・文化的遺産を広く知らせていくため、さまざまな施設や媒体を活用して公開する



孫子の歴史・文化遺産を把握・収集・記録し後世に残していく。
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的
展開方向

ます。
・市内に残る古文書、古記録、石造物、寺社、建造物などの歴史・文化遺産を現地調査し、市民からの聞き ・楚人冠資料、市内諸家文書等の整理・調査をはじめとする市史資料の分析、研究。
取り調査や資料収集を通じて調査研究を進め、『我孫子市史』を補完する報告書、資料集を刊行する。また ・市内に残る古文書の実態把握を行い報告書を年度末迄に刊行する。
研究した内容を講演会やイベントを通じて市民に普及していく。 当該年度
・市内に残る古文書の実態把握を行う。 執行計画

(3)事業内容 内　　容

刊行冊数 想定値 2当該年度
単位 冊

活動結果指標 実績値 3

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 調査、収集等の完了 直接 市史関係図書の刊行数 冊 83 85

令和 2年度 調査、収集等の完了 直接 市史関係図書の刊行数 冊 87

令和 3年度 調査、収集等の完了 直接 市史関係図書の刊行数 冊 89

資料調査には所有者の承諾を得る必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬（市史調査研究） 386 嘱託職員報酬（市史調査研究） 406 353 嘱託職員報酬（市史調査研究） 406 嘱託職員報酬（市史調査研究） 406
旅費（市史調査研究に関わる交通費） 22 旅費（交通費・出張旅費） 14 8 旅費（交通費・出張旅費） 14 旅費（交通費・出張旅費） 14
報償費（市史調査研究） 10 報償費（市史資料調査） 10 0 報償費（市史資料調査） 10 報償費（市史資料調査） 10
需用費（市史調査研究） 297 需用費（消耗品・印刷製本費） 271 257 需用費（消耗品・印刷製本費） 277 需用費（消耗品・印刷製本費） 277
役務費（市史調査研究） 28 役務費（通信運搬費） 35 24 役務費（通信運搬費） 35 役務費（通信運搬費） 35
使用料及び賃借料（市史調査研究） 1 委託料（和紙公図修復業務委託） 1,056 1,009 委託料（和紙公図修復業務委託） 1,056 委託料（和紙公図修復業務委託） 1,056
備品購入費（市史調査研究） 20 使用料及び賃借料（施設使用料） 1 0 使用料及び賃借料（施設使用料） 1 使用料及び賃借料（施設使用料） 1

実施内容 負担金（史料保存連絡協議会） 8 備品購入費（図書購入） 18 2 備品購入費（図書購入） 20 備品購入費（図書購入） 20
和紙公図修復 897 負担金（史料保存連絡協議会） 8 8 負担金（史料保存連絡協議会） 8 負担金（史料保存連絡協議会） 8

(8)施行事項
費　　用 98研修負担金 2 2 98研修負担金 2 98研修負担金 2

予算(決算)額 合　　計 1,669 合　　計 1,821 1,663 合　　計 1,829 合　　計 1,829
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 869 1,021 1,663 1,029 1,029

その他の財源 □特会 ■受益 ■基金 □その他 800 □特会 ■受益 ■基金 □その他 800 0 □特会 ■受益 ■基金 □その他 800 □特会 □受益 □基金 □その他 800
換算人数(人) 0.37 0.37 0.37 0.37 0.37
正職員人件費 3,256 3,256 3,256 3,256 3,256

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 408 426 426 426 426
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,925 5,077 4,919 5,085 5,085
(11)単位費用

2,462.5千円／冊 2,538.5千円／冊 1,639.67
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・我孫子市の歴史を調査・記録保存することは市の文化財として、また市民の知る権利や知的好奇心を満たすものとして ●①事前確認での想定どおり
不可欠である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・歴史をひもとくことにより現在の状況を把握し、未来のまちづくりへの原動力が生まれる。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ・まちや人の営みが続く限り、歴史は積み重ねられていくもので継続して記録・活用していく必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

次世代に引き継ぐ歴史資料は様々な形態で存在し、年々増加している。資料に対する市民のニーズも多様になっており、
活用しやすいように記録し、保存管理する必要がある。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 歴史資料の取扱いは専門性を要し、公正な立場で取り扱う必

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 要がある。また、資料の収集方針は一貫性を持たせ、継続的
□その他 　促進された に実施する必要がある。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市史に係る講演会や講座、また、旧井上家住宅における展示 歴史・文化財に係る市民団体と連携し、共同主催として講演 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り などで市民との協働に生かされている 会などを実施した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に影響を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
83 85 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

予定していた2冊（市・楚人冠資料）に加え、長年懸案だった白樺文学館の目録
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 86 101.18

についても刊行することができた。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,077 △152 4,919 96.89
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△3.09

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 2冊を予定していたが、3冊刊行することができたため。

単位 費用単位 ○①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

●②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.04

冊 10万円 0.06 150

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
引き続き市内の資料を収集し、新たな資料集の刊行を進めていく。
杉村楚人冠記念館、白樺文学館の刊行物も含める。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1135 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 歴史・文化遺産活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市史調査研究 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.37 人）
(1)事業概要

(当　初) 5,077 千円 (うち人件費 3,256 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継承するため、発掘調査や歴 我



あってもらうため、指定文化財制度や登録文化財制度 「我孫子の大正・昭和文化遺産」の中核となる施設として、杉村楚人冠邸の魅力を高め、周辺の文化ポイン
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的 トと連携させて、多くの人にその価値を感じてもらえるようにする。
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
　平成20年度に債務負担で買収した杉村楚人冠邸（約5,200㎡、うち明田緑地約4,200㎡）を、都市再生整備 我孫子市杉村楚人冠記念館を運営し、杉村楚人冠についての常設展および企画展を実施する。
計画の事業に位置付け、まちづくり交付金を活用し平成21年度から23年度にかけて再整備を行い、平成23年 また、杉村家が所有する英文資料を調査・解読する。春期・夏期・冬期の３つのシーズンに分けて企画展開
11月より「我孫子市杉村楚人冠記念館」として一般公開を開始した。今年度は文化財としての維持管理する 当該年度 催、夏期企画展に合わせ講演会を実施予定。資料の保管と来訪者対応の改善のため、適切な施設整備を実施
とともに、杉村家資料を活用した企画展示、講演会などを実施し、多くの人々に杉村楚人冠の歴史的意義を 執行計画 する。

(3)事業内容 内　　容 認知してもらえるよう広報宣伝していく。

1年間の施設公開日数（年末年始・休日などを除き、最大限に公開で 想定値 300当該年度
きて300日と換算） 単位 日

活動結果指標 実績値 293

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間入場者数 人 3,194 4,000

令和 2年度 施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間入場者数 人 4,100

令和 3年度 施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間入場者数 人 4,200

常設展・企画展の有効なＰＲを行い、リピーターを獲得していく必要がある。記念館の様々な魅力を生かしたイベントを実施し
(7)事業実施上の課題と対応 、より多くの来館者を獲得していく必要がある。白樺文学館、旧村川別荘、鳥の博物館と連携し、来訪者に我孫子の魅力を伝え 代替案検討 ○有 ●無

ていく必要がある。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託（３号嘱託職員） 2,703 嘱託（３号嘱託職員） 2,703 2,694 嘱託（３号嘱託職員） 2,703 嘱託（３号嘱託職員） 2,703
共済費（３号嘱託職員） 474 共済費（３号嘱託職員） 474 457 共済費（３号嘱託職員） 474 共済費（３号嘱託職員） 474
旅費（３号嘱託職員） 358 旅費（３号嘱託職員） 344 325 旅費（３号嘱託職員） 344 旅費（３号嘱託職員） 344
賃金（臨時職員） 1,988 賃金（臨時職員） 2,101 2,073 賃金（臨時職員） 2,101 賃金（臨時職員） 2,101
共済費（臨時職員） 24 共済費（臨時職員） 25 21 共済費（臨時職員） 25 共済費（臨時職員） 25
報償費 361 報償費 361 301 報償費 361 報償費 361
需用費 1,315 需用費 1,479 1,302 需用費 1,508 需用費 1,508

実施内容 役務費 49 役務費 198 88 役務費 198 役務費 198
委託料（施設管理）機器撤去へ流用 1,711 委託料 1,688 1,675 委託料 1,694 委託料 1,694

(8)施行事項
費　　用 使用料・賃借料 100 使用料・賃借料 71 70 使用料・賃借料 71 使用料・賃借料 71

備品購入費 350 備品購入費 157 84 備品購入費 157 備品購入費 157
＊ 床置き型エアコン設置工事 530 （9月補正）報酬（１号嘱託職員） 1,801 1,650

流用　警備機器撤去委託（科目新規） 31 （9月補正）共済費（１号嘱託職員） 301 267
（9月補正）旅費（１号嘱託職員） 62 53

予算(決算)額 合　　計 9,994 合　　計 11,765 11,060 合　　計 9,636 合　　計 9,636
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 9,322 11,093 11,060 8,964 8,964

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 672 □特会 ■受益 □基金 □その他 672 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 672 □特会 ■受益 □基金 □その他 672
換算人数(人) 2.32 1.33 1.33 2.33 2.33
正職員人件費 20,416 11,704 11,704 20,504 20,504

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 3,535 4,860 4,860 2,703 2,703
臨時職員賃金額 2,012 2,101 2,101 2,101 2,101

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 30,410 23,469 22,764 30,140 30,140
(11)単位費用

101.37千円／日 78.23千円／日 77.69
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・杉村楚人冠は日本有数の文化人であり、我孫子には亡くなるまでの34年間在住し、我孫子の文化の向上に大きく貢献。 ●①事前確認での想定どおり
・楚人冠邸は建物・庭を含め、明治から昭和にかけての歴史的・文化的景観を残しているものとして貴重である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ・約6,200点に及ぶ書簡・書籍等の楚人冠資料は大正・昭和の文化史・政治史など日本の近代史知る重要資料。寄贈等で ○要
   背景は？(事業の必要性) 今後も資料が増加している。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

・まちづくり交付金を投入して整備した施設を公開・活用することは、交付金事業の主旨とも合致する。 記念館の運営を行い、楚人冠資料を活用した企画展等を実施することにより、明治から昭和にかけての歴史的、文化的景
観等の資料を来館者に提供することができた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 楚人冠資料は、書籍・切手・日記などで構成されており、解

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 読や資料的位置づけには専門的な知識が必要である。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 当初整備にあたって位置付けた「手賀沼文化拠点整備計画」 市民団体による史跡巡りガイドと連携し魅力発信を担った。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り は、市民委員と検討し、策定したものである。 また、ガイドの研修として企画展に先立つ内覧会を実施した ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 我孫子高校の生徒と協働し、茶会を実施し、市民スタッフの 。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している 協力も仰いでいる。 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 庭園と建物の調和を考えて整備し、公開している。 湧水や斜面林などを活かした園庭を管理し、多くの来訪者に ●①想定どおり
□②生き物と共存している 環境啓発を行った。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ●要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
3,194 4,000 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

新型コロナウイルス感染症の影響で、イベントの中止や1週間程度閉館を余儀な
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 2,612 65.3

くされたことも原因のひとつではあるが、集客の見込めるイベント等の再検討が
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 23,469 6,941 22,764 97
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

22.82

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響で、イベントの中止や

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 1週間程度閉館を余儀なくされたことも原因のひとつで

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 17.04 はあるが、集客の見込めるイベント等の再検討が必要で

人 10万円 11.47 67.31 ある。

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
広報紙、ホームページ、学校教育との連携、生涯学習講座の活用など、様々な機会を捉えて記念館について広く周知し、来館者の増につなげて
いく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1138 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 歴史・文化遺産活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 杉村楚人冠邸の保存と活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 ■我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 平成25年度 ～ ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 1.33 人）
(1)事業概要

(当　初) 21,305 千円 (うち人件費 11,704 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 23,469 千円 (うち人件費 11,704 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれ



らうため、指定文化財制度や登録文化財制度 我孫子の歴史の上で大きな位置を占める、いわゆる白樺派の文人たちの理念と業績を広く理解してもらう。
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
・事業内容は、従前の事業を基本的に継承し、所蔵品の展示・閲覧・調査研究、我孫子に関わる白樺派文人 ・当該年度は、従前の事業を基本的に継承し、所蔵品の展示・閲覧・調査研究、我孫子に関わる白樺派文人
たちの活動の調査及び講演会等での普及活動を行う。また、隣接する、志賀直哉邸跡の復元書斎の活用を行 たちの活動の調査及び講演会等での普及活動を行う。
う。 当該年度
・地域の文化財との連携を図り、拠点施設として活用する。 執行計画

(3)事業内容 内　　容 ・施設設備の更新を図り、展示スペース等の拡充を行うため、再整備を実施する。
・白樺派や民藝などの資料を収集・研究し、広く市民に公開する。そのため博物館等の関係機関と連携して
文学館としての魅力を向上する。 １年間の施設公開日数（年末年始・休日などを除き、最大限に公開で 想定値 300当該年度
・「我孫子の大正・昭和文化遺産」の中核施設としてリニューアルをはかっていく。 きて３００日と換算） 単位 日

活動結果指標 実績値 299

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 当該施設の入場者数の増加を測ることにより、白樺文学の理解と普及が期待できる。 直接 年間入場者数 人 4,754 5,000

令和 2年度 当該施設の入場者数の増加を測ることにより、白樺文学の理解と普及が期待できる。 直接 年間入場者数 人 5,100

令和 3年度 当該施設の入場者数の増加を測ることにより、白樺文学の理解と普及が期待できる。 直接 年間入場者数 人 5,200

当該施設の魅力度をいかに高めていくかと併せて、地域の文化財と連携を図り、地域全体での拠点施設としての役割も検討して
(7)事業実施上の課題と対応 いく。（杉村楚人冠記念館・志賀直哉邸跡地・旧村川別荘等とのネットワーク化＝「我孫子の大正・昭和文化遺産」の推進） 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

報酬（３号嘱託職員） 2,500 報酬（３号嘱託職員） 2,703 2,677 報酬（３号嘱託職員） 2,703 報酬（３号嘱託職員） 2,703
共済費（３号嘱託職員） 410 共済費（３号嘱託職員） 448 380 共済費（３号嘱託職員） 448 共済費（３号嘱託職員） 448
賃金（臨時職員） 2,138 旅費・費用弁償 112 100 旅費・費用弁償 112 旅費・費用弁償 112
共済費（臨時職員） 26 賃金（臨時職員） 1,946 1,916 賃金（臨時職員） 1,946 賃金（臨時職員） 1,946
旅費・費用弁償 109 共済費（臨時職員） 24 20 共済費（臨時職員） 24 共済費（臨時職員） 24
報償費（講師謝礼等） 362 報償費（講師謝礼等） 302 290 報償費（講師謝礼等） 302 報償費（講師謝礼等） 302
需用費（消耗品、光熱水費等） 2,928 需用費 3,020 2,644 需用費 3,057 需用費 3,057

実施内容 役務費（通信運搬費、保険料等） 167 役務費 155 130 役務費 155 役務費 155
委託料（保守点検、清掃、警備等） 1,974 委託料 2,037 1,760 委託料 2,077 委託料 2,077

(8)施行事項
費　　用 使用料及び賃借料 277 使用料及び賃借料 236 215 使用料及び賃借料 239 使用料及び賃借料 239

備品購入費 89 備品購入費 81 66 備品購入費 83 備品購入費 83
報酬（１号嘱託職員） 2,218 報酬（１号嘱託職員） 1,801 1,801 報酬（１号嘱託職員） 1,801 報酬（１号嘱託職員） 1,801
共済費（１号嘱託職員） 355 共済費（１号嘱託職員） 293 274 共済費（１号嘱託職員） 293 共済費（１号嘱託職員） 293
費用弁償（１号嘱託職員） 62 費用弁償（１号嘱託職員） 62 43 費用弁償（１号嘱託職員） 62 費用弁償（１号嘱託職員） 62
流用　警備機器撤去委託19-13-03から 15 98公用車燃料費・修繕料 139 80 98公用車燃料費 68 98公用車燃料費・修繕料 141

98公用車手数料・自賠責保険 47 47 98公用車手数料 15 98公用車手数料・自賠責保険 47
98公用車重量税 7 5 98公用車重量税 7
12月補正寄贈資料等修復業務委託料 459 459 ＊ 白樺文学館リニューアル工事展示設計 6,437
（基金対象459千円） ＊ 白樺文学館リニューアル改修工事設計 5,406

予算(決算)額 合　　計 13,630 合　　計 13,872 12,907 合　　計 13,385 合　　計 25,340
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 90 ％ 9,000

(9)財源内訳
一般財源 12,152 11,935 12,907 11,907 14,862

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 1,478 □特会 ■受益 ■基金 □その他 1,937 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 1,478 □特会 □受益 □基金 □その他 1,478
換算人数(人) 1.31 1.33 1.33 1.33 1.33
正職員人件費 11,528 11,704 11,704 11,704 11,704

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 5,654 5,411 5,411 4,504 4,504
臨時職員賃金額 2,164 1,946 1,946 1,946 1,946

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 25,158 25,576 24,611 25,089 37,044
(11)単位費用

83.86千円／日 85.25千円／日 82.31
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・いわゆる白樺派の文人たちの理念と業績を広く知ってもらう。 ●①事前確認での想定どおり
・現在の白樺文学館は手賀沼文化拠点の重要なポイントとなっている。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

白樺派や民藝などの所蔵品の展示、活動の調査及び講演会などで普及活動を行った。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が主導的に運用することにより、専門的な視点から我孫子

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 時代の白樺派の活動に光を当てた展示や講演会を通じて市民
□その他 　促進された への普及ができた。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ピアノ演奏、朗読などの事業に市民スタッフが参加している 市民スタッフ制度を活用し、ピアノ演奏、朗読イベントなど ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 。 を実施した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 手賀沼周辺にある文化施設として運営している。 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
4,754 5,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響で、1週間程度閉館を余儀なくされたものの、
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 4,703 94.06

定期的なイベント等で例年と変わらぬ集客数を維持することができた。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 25,576 △418 24,611 96.23
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△1.66

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 19.55

人 10万円 19.11 97.75

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
展示内容を学術的に掘り下げるともに、より分かりやすくなるように市内外への周知や来訪者数の向上に努めていきたい。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1139 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 歴史・文化遺産活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 白樺文学館の運営 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成25年度 ～ ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 1.33 人）
(1)事業概要

(当　初) 25,117 千円 (うち人件費 11,704 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 25,576 千円 (うち人件費 11,704 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあっても



境を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 市民が、安全に気持ちよく、市内運動施設を利用できるよう、管理運営を行います。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
市内各運動施設等の管理運営を行う。各施設の設備点検、樹木等の管理 各運動施設の設備保守点検、清掃委託、草刈委託、樹木管理及びつくし野多目的運動広場管理運営を行う。

浅間前多目的広場の借地部分の一部財産取得を行う。
当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

全体育施設の延べ利用者数 想定値 100,000当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 74,980

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの市民に利用してもらう。 直接 体育施設の延べ利用者数 人 74,980 100,000

令和 2年度 多くの市民に利用してもらう。 直接 体育施設の延べ利用者数 人 100,000

令和 3年度 多くの市民に利用してもらう。 直接 体育施設の延べ利用者数 人 100,000

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ○無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

需用費 658 需用費 964 936 需用費 980 需用費 980
役務費 86 役務費 88 84 役務費 90 役務費 90
委託料 7,445 委託料 8,343 7,900 委託料 8,700 委託料 8,700
使用料及び賃借料 4,632 使用料及び賃借料 4,072 4,072 使用料及び賃借料 4,100 使用料及び賃借料 4,100
備品購入費 0 備品購入費 154 154 備品購入費 550 備品購入費 550
嘱託職員報酬 898 嘱託職員報酬 653 647 嘱託職員報酬 678 嘱託職員報酬 680
嘱託職員共済費 128 嘱託職員共済費 107 104 嘱託職員共済費 110 嘱託職員共済費 112

実施内容 嘱託職員旅費 9 嘱託職員旅費 7 7 嘱託職員旅費 7 嘱託職員旅費 7
＊ 土地購入（浅間前） 10,235

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 24,091 合　　計 14,388 13,904 合　　計 15,215 合　　計 15,219
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 75 ％ 7,600 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 13,991 13,570 13,148 13,805 13,809

その他の財源 □特会 □受益 ■基金 □その他 2,500 □特会 ■受益 □基金 ■その他 818 756 □特会 ■受益 □基金 ■その他 1,410 □特会 ■受益 □基金 ■その他 1,410
換算人数(人) 0.42 0.42 0.42 0.42 0.42
正職員人件費 3,696 3,696 3,696 3,696 3,696

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,035 738 738 678 680
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 27,787 18,084 17,600 18,911 18,915
(11)単位費用

0.28千円／人 0.18千円／人 0.23
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民が体育施設を利用するうえで、安全で事故のないよう体育施設を管理運営をしていく必要がある。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

体育施設として適切に管理運営を行うことにより、市民が安全に使用することができる。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 各運動施設の適切な維持管理を行うことで、市民が安全で快

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 適に利用することができる。
□その他 　促進された

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り つくし野多目的運動場の運営について、周辺住民で組織する つくし野多目的運動広場の管理運営を地域住民で組織するつ ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り つくし野多目的運動場運営協議会に委託 くし野多目的運動広場運営協議会へ委託した。 ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
74,980 100,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

台風による施設の閉鎖や、新型コロナウイルス感染症の影響により利用者が減少
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 74,980 74.98

したため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 18,084 9,703 17,600 97.32
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

34.92

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 台風による施設の閉鎖や、新型コロナウイルス感染症の

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 影響により利用者が減少したため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 552.98

人 10万円 426.02 77.04

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民が安全で快適に活動できる環境を整備するという施策の実現に効果的な事業となっているため、、今後も引き続き推進していく
。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1143 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ・レクリエーション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 体育施設管理運営事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成20年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.42 人）
(1)事業概要

(当　初) 18,597 千円 (うち人件費 3,696 千円）⑦事業費
総事業費 314,004 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 18,084 千円 (うち人件費 3,696 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環



を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 市民プールの代替として、夏季休業期間中に小学校プールを開放し、市民が身近な場所で気軽にプールを楽
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的 しむことができる環境を整備する。また、学校開放を実施している小・中学校の体育館等の施設の修繕整備
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。 を図る。
布佐南小、湖北台西小、根戸小、我孫子第一小、湖北小、我孫子第三小、我孫子第四小、新木小、並木小、 布佐南小、湖北台西小、根戸小、我孫子第一小、湖北小、我孫子第三小、我孫子第四小、新木小、並木小、
湖北台東小、高野山小の１１校のプール（一般開放）を夏季休業期間中、市民に無料開放する。残り、２小 湖北台東小、高野山小の１１校のプール（一般開放）を夏季休業期間中、市民に無料開放する。残り、２小
学校については、団体開放（５日間）実施する。また、学校体育施設の年間開放を実施　　　　　　　 当該年度 学校については、団体開放（５日間）実施、また、学校体育施設開放（体育館・武道館・校庭）を実施する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 執行計画 。　　　　　　　

(3)事業内容 内　　容 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学校開放の延べ利用人数 想定値 200,000当該年度
（学校開放利用人数、プールの一般・団体開放の利用人数） 単位 人

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 学校開放している利用状況を検証し、事業の拡大を図る。 直接 延べ利用者数 人 0 210,000

令和 2年度 学校開放、市民プールの代替 直接 延べ利用者数 人 210,000

令和 3年度 学校開放、市民プールの代替 直接 延べ利用者数 人 210,000

学校プール開放事業に関して警備業法の適用がなされ委託料が増額することから、開放日数や開放校数の検討
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

需用費 557 需用費 576 455 需用費 800 需用費 800
役務費 718 役務費 430 274 役務費 450 役務費 450
委託料 21,201 委託料 18,296 18,296 委託料 22,000 委託料 22,000
使用料及び賃借料 2,738 使用料及び賃借料【補正ー465,000円】 1,787 1,787 使用料及び賃借料 2,300 使用料及び賃借料 2,500
備品購入費 2,876 備品購入費 2,241 2,226 備品購入費 4,500 備品購入費 4,500
賃金（臨時職員） 334 賃金（臨時職員） 358 322 賃金（臨時職員） 360 賃金（臨時職員） 380
嘱託職員報酬 1,628 嘱託職員報酬 1,795 1,766 嘱託職員報酬 1,864 嘱託職員報酬 1,870

実施内容 嘱託職員共済費 231 嘱託職員共済費 294 288 嘱託職員共済費 346 嘱託職員共済費 350
嘱託職員旅費 31 嘱託職員旅費 36 35 嘱託職員旅費 36 嘱託職員旅費 36

(8)施行事項
費　　用 共済費（臨時職員分） 3 3

予算(決算)額 合　　計 30,314 合　　計 25,816 25,452 合　　計 32,656 合　　計 32,886
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 30,314 25,091 24,724 31,931 32,161

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 725 728 □特会 ■受益 □基金 □その他 725 □特会 ■受益 □基金 □その他 725
換算人数(人) 0.46 0.16 0.16 0.46 0.46
正職員人件費 4,048 1,408 1,408 4,048 4,048

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,890 1,859 1,859 1,864 1,870
臨時職員賃金額 334 361 361 360 380

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 34,362 27,224 26,860 36,704 36,934
(11)単位費用

0.17千円／人 0.14千円／人 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

この事業は、学校体育施設の開放が必要な事業です。事業の実施にあたっては、校庭・体育館・武道場・プールを市民に ●①事前確認での想定どおり
開放し、市民がより身近に体育施設を利用出来るようにすることが求められています。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民が身近な場所でスポーツができるように環境を整備することが求められており、学校施設を有効に活用することが必
要である。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 年間を通して体育館、武道場、校庭を開放。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 夏季休業中の小学校プールを開放。
□その他 　促進された 市の施設であることから、市が行う必要がある。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 210,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

市民のスポーツに対する関心の高まりにより、スポーツに取り組む機会が増えた
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 198,462 94.51

ため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 27,224 7,138 26,860 98.66
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

20.77

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 771.38

人 10万円 738.88 95.79

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民のスポーツ活動場所の確保という施策の実現に効果的な事業となっているため、今後も現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1144 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ･レクリエーション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 学校体育施設開放事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成20年度 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.16 人）
(1)事業概要

(当　初) 30,793 千円 (うち人件費 1,408 千円）⑦事業費
総事業費 88,920 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 27,224 千円 (うち人件費 1,408 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境



活動できる環境を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 市民が安全で快適に活動できるよう市内各体育施設の維持補修を適切に行う。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
・各運動施設の維持補修・放射線量が基準値を超えた場合は、対策を講じる ・布佐下多目的広場整備・少年野球場整備・五本松運動広場整備業務
・五本松運動広場について、現在のスポーツ広場（クレー）、みどりの広場の、平成３１年度以降の再整備 ・五本松運動広場再整備手法の検討
に向けて、平成３１年度は、運動広場の現況測量を実施するほか、運動広場の設計、施工、周辺施設（ふれ 当該年度 ・五本松運動広場再整備のための測量業務委託
あいキャンプ場）を含めた管理運営、維持管理の手法（ＰＰＰでの整備手法も含め）について検討を行う。 執行計画 ・五本松運動広場トイレつまり修繕

(3)事業内容 内　　容 ・湖北台中央公園庭球場の損傷が著しいことから管理運営方法について検討する。 ・体育施設の放射線量が基準値を超えた場合は、対策を講じる

・布佐下多目的広場整備・少年野球場整備・五本松運動広場整備業務 想定値 5当該年度
・五本松運動広場再整備手法の検討 単位 箇所

活動結果指標 実績値 5・五本松運動広場トイレつまり修繕

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ・布佐下多目的広場整備・少年野球場整備・五本松運動広場整備業務 直接 維持補修の進捗率 % 100 100
・五本松運動広場再整備手法の検討

令和 2年度 体育施設の維持補修を行い安全な施設を提供する。 直接 維持補修の進捗率 ％ 100

令和 3年度 体育施設の維持補修を行い安全な施設を提供する。 直接 維持補修の進捗率 ％ 100

体育施設の老朽化が進行しているため、利用者が安全に利用できるように維持補修を行うことが必要
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

需用費 1,739 需用費 259 122 需用費 3,000 需用費 3,000
委託料 6,242 委託料 7,062 6,012 委託料 7,300 委託料 7,500
賃借料（布佐下多目的仮設トイレ） 65 原材料費 319 319 賃借料（布佐下多目的仮設トイレ） 66 賃借料（布佐下多目的仮設トイレ） 66
原材料費 314 賃借料（布佐下多目的仮設トイレ） 66 66 原材料費 400 原材料費 400

＊ ふれあいキャンプ場照明修繕（ＬＥＤ 0 嘱託職員報酬 217 216 嘱託職員報酬 226 嘱託職員報酬 230
化） 嘱託職員共済費 35 35 嘱託職員共済費 26 嘱託職員共済費 28

＊ 五本松運動広場施設整備に向けた検討 0 嘱託職員旅費 2 2 嘱託職員旅費 2 嘱託職員旅費 2
実施内容 嘱託職員報酬 449 ＊ 五本松運動広場測量業務委託 292 260 ＊ 五本松運動広場施設整備に向けた検討 0 ＊ 五本松運動広場施設整備に向けた検討 0

嘱託職員共済費 64 ＊ 体育施設の放射線量が基準値を超えた 0 0 ＊ 体育施設の放射線量が基準値を超えた 0 ＊ 体育施設の放射線量が基準値を超えた 0
(8)施行事項

費　　用 嘱託職員旅費 4 場合対策を講じる 場合対策を講じる 場合対策を講じる
【予備費】施設修繕料（湖北台） 848 746
【予備費】施設修繕料（ゆうゆうポール 4,597 4,620
【流用】委託料 △46 △46
【予備費】委託料（ゆうゆうサッカー） 2,841 3,845
【３月補正】委託料（ゆうゆう野球） 6,309 6,309
【Ｒ２へ繰越】委託料（ゆうゆう野球） △6,309 △6,309

予算(決算)額 合　　計 8,877 合　　計 16,492 16,197 合　　計 11,020 合　　計 11,226
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 8,877 16,492 16,197 11,020 11,226

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.49 0.49 0.49 0.49 0.49
正職員人件費 4,312 4,312 4,312 4,312 4,312

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 517 796 796 226 230
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 13,189 20,804 20,509 15,332 15,538
(11)単位費用

2,637.8千円／箇所 4,160.8千円／箇所 4,101.8
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市内各体育施設は多くの市民に利用されていることから、安全・快適に利用できるように維持補修をしていく必要がある ●①事前確認での想定どおり
。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民が身近な場所で、安全で快適に活動できる環境を整備するためには、適正な維持補修が必要

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 湖北台中央公園野球場の修繕や、五本松運動広場の整備業務

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 は、市民が安全で快適に活動できる場を提供する必要がある
□その他 　促進された ため。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

計画的に維持補修を実施することが出来た。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 20,804 △7,615 20,509 98.58
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△57.74

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.48

% 10万円 0.49 102.08

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民の健康維持・増進のため、身近な場所で安全で快適に活動できる環境を整備するという施策の実現に効果的な事業となっている
ため、現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1145 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ・レクリエ―ション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 体育施設維持補修（含む放射能対策） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成25年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.49 人）
(1)事業概要

(当　初) 12,564 千円 (うち人件費 4,312 千円）⑦事業費
総事業費 55,876 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 20,804 千円 (うち人件費 4,312 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に



、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 近隣市町等との体育施設の相互利用及び民間等の体育施設の一般開放を進めることにより、本市に不足して
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的 いる施設の補完し市民が気軽にスポーツに触れ親しめる環境を整備する。
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
○近隣市との体育施設の相互利用、民間企業や学校等の所有する体育施設の開放を進める。・現在実施して 4月～３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いる茨城県取手市との体育施設相互利用協定の継続・新たな近隣市町体育施設の相互利用に向けた調査・検 ・茨城県取手市グリーンスポーツセンターとの公共体育施設相互利用　　　　　　　　　　　　　　　　　
討を行い実施する。・市内の高等学校・大学が所有する体育施設の開放に向けた協議を行い実施する。・現 当該年度 ・ミナトスポーツクラブ天王台との民間施設利用協定締結、川村学園女子大学との一般開放に伴う
在実施している民間温水プールの開放を継続するとともに、市内の民間企業所有の体育施設の開放を調査し 執行計画 　　協定の継続。市内の高校・大学が所有する体育施設の開放に向けた協議の継続　

(3)事業内容 内　　容 、検討し実施する。 　

一般開放している近隣市町・民間企業等の体育施設の数 想定値 3当該年度
単位 箇所

活動結果指標 実績値 3

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市内の大学の体育施設を市民に開放できるよう協議を整える。 間接 一般開放している近隣市町・民間企業等の体育施設の数 施設 3 3

令和 2年度 民間企業の所有する市内の体育施設を新たに市民へ開放する。 間接 一般開放している近隣市町・民間企業等の体育施設の数 施設 3

令和 3年度 取手市との公共体育施設相互利用と市内の民間企業や大学の協定・契約の継続。市内にある体育施設の開放に向けた協議の継続 間接 一般開放している近隣市町・民間企業等の体育施設の数 施設 3
。
今後、民間企業施設との使用が難しい

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

相互利用・一般開放事務 0 相互利用・一般開放事務 0 相互利用・一般開放事務 0 相互利用・一般開放事務 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05
正職員人件費 440 440 440 440 440

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 440 440 440 440 440
(11)単位費用

146.67千円／箇所 146.67千円／箇所 146.67
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

既に実施済みの取手市との相互利用、市内民間温水プール利用協定を継続していくとともに、今後、近隣の公共体育施設 ●①事前確認での想定どおり
及び市内の高等学校・大学等の体育施設の活用、市内民間企業が所有する体育施設の活用を実現することにより、本市に ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 不足している施設の補完が出来、市民のスポーツ活動の場をより多く確保することができる。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民のスポーツ活動の場の確保として必要である

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 民間企業との施設利用協定、取手市との施設相互利用

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(施設) 目標値(b)(施設) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(施設) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
3 3 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

既存の施設利用を保持できたため
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 3 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 440 0 440 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

0

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.68

施設 10万円 0.68 100

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民のスポーツ活動の場の確保として必要であり、市民の健康維持・増進を図るという施策実現に効果的な事業となるため現状どお
り推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1147 課コード 1602 会計種別 予算の種類 □政策 □経常 ■なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ・レクリエーション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 近隣市町との体育施設の相互利用・民間体育施設の一般開放の推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.05 人）
(1)事業概要

(当　初) 440 千円 (うち人件費 440 千円）⑦事業費
総事業費 4,800 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため



ニケーションづくりを図るため、スポーツ推進委員などと連携し、誰もが 市民の健康・体力づくりを推進するため、総合型地域スポーツクラブをの活動を支援する。スポーツを楽し
施策目的・

(2)目的 参加できる総合型地域スポーツクラブを育成・支援します。また、生涯スポーツを支える人材を確保するた 事業目的 める機会をつくるため、市民・県民体育大会、チャレンジスポーツフェスタ、チームラン、新春マラソン大
展開方向

め、スポーツ指導者の養成に取り組みます。 会等の様々なスポーツイベントを開催する。また、生涯スポーツを支える人材を確保するための、指導者養
・総合型地域スポーツクラブの支援 ・１０月　チャレンジスポーツフェスタ
・地域スポーツフェスタ開催（３箇所） ・１１月　大人のスポーツテスト、チームラン
・市民体育大会 当該年度 ・１２月・１月指導者養成講座
・県民体育大会 執行計画 ・１月　　新春マラソン大会

(3)事業内容 内　　容 ・チャレンジスポーツフェスタ ・２月　　地域スポーツフェスタ
・指導者養成講座（12月、1月） ・秋季に市民体育大会
・新春マラソン大会 イベント参加者数 想定値 11,000当該年度
・ボールゲームフェスタ開催（３月予定） 単位 団体

活動結果指標 実績値 7,553・チームランうなきちカップ開催

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 イベント参加者数 直接 イベント参加者数 人 7,553 11,000

令和 2年度 イベント参加者数 直接 イベント参加者数 人 11,000

令和 3年度 イベント参加者数 直接 イベント参加者数 人 11,000

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

スポーツ推進委員報酬 スポーツ推進委員報酬 1,726 1,142 スポーツ推進委員報酬 1,726 スポーツ推進委員報酬 1,750
3,500円×30人×１８回 1,890 需用費（14）（流用－５千円） 289 209 需用費（14） 242 需用費（14） 250
需用費（１４） 255 役務費（１４） 98 87 役務費（１４） 100 役務費（１４） 100
役務費（14） 233 委託料（１４） 10,894 10,083 委託料（１４） 10,894 委託料（１４） 10,900
委託料 10,788 バス借り上げ料(14) 128 124 バス借り上げ料(14) 128 バス借り上げ料(14) 130
バス借り上げ料(14) 90 負担金補助及び交付金（14） 663 314 負担金補助及び交付金（14） 652 負担金補助及び交付金（14） 652
負担金補助及び交付金（14） 705 需用費（９８） 296 282 需用費（９８） 305 需用費（９８） 305

実施内容 需用費（98） 320 役務費（９８） 56 41 役務費（９８） 56 役務費（９８） 56
役務費（98） 88 研修負担金（９８） 4 4 研修負担金（９８） 4 研修負担金（９８） 4

(8)施行事項
費　　用 使用料及び賃借料（98） 4 公課費 5 5 公課費 12 公課費 5

研修負担金（９８） 1 スポーツ指導者養成講座講師報償費(流 405 405 スポーツ指導者養成講座講師報償費 400 スポーツ指導者養成講座講師報償費 400
公課費 12 旅費（９８） 40 40 ＊ チームラン運営負担金 2,564 ＊ チームラン運営負担金 2,600

＊ スポーツ指導者養成講座講師報償費 270 ＊ チームラン運営負担金 2,484 2,484
＊ スポーツ指導者養成講座消耗品 23 【補正】チームラン運営負担金 △532 △532
＊ スポーツ指導者養成講座講師食糧費 7
＊ チームラン運営負担金 1,462

予算(決算)額 合　　計 16,148 合　　計 16,556 14,688 合　　計 17,083 合　　計 17,152
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 14,386 12,351 14,688 12,686 12,755

その他の財源 □特会 □受益 □基金 ■その他 1,762 □特会 ■受益 □基金 ■その他 4,205 0 □特会 ■受益 □基金 ■その他 4,397 □特会 ■受益 □基金 ■その他 4,397
換算人数(人) 0.55 0.55 0.55 0.55 0.55
正職員人件費 4,840 4,840 4,840 4,840 4,840

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 20,988 21,396 19,528 21,923 21,992
(11)単位費用

1.91千円／団体 1.95千円／団体 2.59
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

高齢者や小・中・高校生の体力が年々低下しています。このようなことから誰もが気軽に参加できるよう学校体育施設な ●①事前確認での想定どおり
どを利用して多種多様なスポーツを楽しめる機会をつくり、かつ、継続して活動できる環境が重要です。そのため、地域 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ クラブの育成が必要です。また、ＮＰＯ法人我孫子市体育協会と連携して市民体育大会や県民体育大会、チャレンジスポ ○要
   背景は？(事業の必要性) ーツフェスタ、新春マラソン大会などの開催、民間との連携によるチームランの開催など様々なスポーツイベントを通し ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

て市民の健康増進、生涯スポーツの推進を図ります。今後、生涯スポーツを支える人材の確保も重要なテーマとなってく 市民の健康保持・推進やコミュニケーションづくりを図るために必要な事業となっている。
るため、スポーツ指導者の養成が必要となってくる。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった NPO法人我孫子市スポーツ協会との共催によるスポーツイベ

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 ントの開催や「手賀沼チームラン・キッズランうなきちカッ
□その他 　促進された プ」の開催。

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り チームランについて実行委員会で開催。 NPO法人我孫子市スポーツ協会との共催によるスポーツイベ ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 体育協会による各種スポーツイベントの開催。 ントの開催や市内民間企業との連携による「手賀沼チームラ ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ン・キッズランうなきちカップ」の開催等。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
7,553 11,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルスによりイベント等の中止が相次ぎ、参加者数が減少した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 7,553 68.66
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 21,396 △408 19,528 91.27
■④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△1.94

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルスによりイベント等の中止が相次ぎ、

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 参加者数が減少したため、目標値以下となった。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 51.41

人 10万円 38.68 75.24

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民の健康保持・増進やコミュニケーションづくりを図るという施策の実現に効果的な事業となっているため、現状どおり推進して
いく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1150 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 社会環境の変化による健康・体力づくり事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 健康スポーツ普及事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成29年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.55 人）
(1)事業概要

(当　初) 21,933 千円 (うち人件費 4,840 千円）⑦事業費
総事業費 15,334 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 21,396 千円 (うち人件費 4,840 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51302 重点５ ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

健康の保持・増進や地域のコミュ



スポーツ関係団体などとの連携によるスポーツ教室や、市民体育大会等の 競技者、団体への支援を行いスポーツの振興を図る。
施策目的・

(2)目的 スポーツイベントを開催して、参加機会の充実を図ります。 事業目的
展開方向

全国大会等への出場奨励金の交付、スポーツ振興功労者表彰、エコマラソン負担金、ボランティア養成講座 ・全国大会等出場奨励金交付
開催 ・スポーツ振興功労表彰

当該年度 ・手賀沼エコマラソン負担金
執行計画 ・我孫子市スポーツ応援団賛助金

(3)事業内容 内　　容

全国大会等出場奨励金交付人数 想定値 150当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 142

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 全国大会等出場奨励金交付人数 直接 交付人数 人 142 150

令和 2年度 全国大会等出場奨励金交付人数 直接 交付人数 人 150

令和 3年度 全国大会等出場奨励金交付人数 直接 交付人数 人 150

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

報償費 2,900 報償費 2,900 2,582 報償費 3,100 報償費 3,100
バス借り上げ料 1,222 バス借り上げ料 1,178 773 バス借り上げ料 1,600 バス借り上げ料 1,600
手賀沼エコマラソン負担金 3,541 手賀沼エコマラソン負担金 3,540 3,540 手賀沼エコマラソン負担金 3,600 手賀沼エコマラソン負担金 3,600
スポーツ振興応援団賛助金 50 スポーツ振興応援団賛助金 50 50 スポーツ振興応援団賛助金 50 スポーツ振興応援団賛助金 50
積立金 2 積立金 389 300 積立金 2 積立金 2

＊ スポーツボランティア養成講座講師 170 懸垂幕設置・撤去業務委託 199 0 懸垂幕設置・撤去業務委託 200 懸垂幕設置・撤去業務委託 200
報酬 臨時職員賃金（9月補正） 691 691

実施内容 ＊ スポーツボランティア養成講座参加者 18 社会保険料（臨時職員分）（9月補正） 115 108
保険料

(8)施行事項
費　　用 ＊ スポーツボランティア養成講座消耗品 49

予算(決算)額 合　　計 7,952 合　　計 9,062 8,044 合　　計 8,552 合　　計 8,552
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 7,952 9,062 8,044 8,552 8,552

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.75 0.55 0.55 0.75 0.75
正職員人件費 6,600 4,840 4,840 6,600 6,600

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 14,552 13,902 12,884 15,152 15,152
(11)単位費用

97.01千円／人 92.68千円／人 90.73
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

スポーツの振興を図るために、スポーツ団体や選手、手賀沼エコマラソン、スポーツ振興応援団に対して支援を行うこと ●①事前確認での想定どおり
が必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

手賀沼エコマラソンやスポーツ振興応援団、市内スポーツ選手の支援をすることは、市のスポーツ振興や市民のスポーツ
への関心を高めるために必要である。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 全国大会等出場奨励金、手賀沼エコマラソン大会負担金、ス

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 ポーツ振興応援団賛助金の交付
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 手賀沼エコマラソン大会への市民ボランティアの参加 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 手賀沼エコマラソン大会のキャッチフレーズで手賀沼浄化を ●①想定どおり
□②生き物と共存している 謳っている。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
142 150 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルスの影響により、中止となる大会が相次いだため、出場者数が
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 142 94.67

減少した。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 13,902 650 12,884 92.68
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

4.47

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.08

人 10万円 1.1 101.85

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、スポーツ振興を図るという施策の実現に効果的な事業となっているため、引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1153 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ団体・クラブとスポーツ選手への支援 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 スポーツ振興事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成29年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.55 人）
(1)事業概要

(当　初) 12,738 千円 (うち人件費 4,840 千円）⑦事業費
総事業費 75,010 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 13,902 千円 (うち人件費 4,840 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51303 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

気軽にスポーツを楽しめるよう、



、指定文化財制度や登録文化財制度 「我孫子の大正・昭和文化遺産」を構成する旧村川別荘の魅力を高め、周辺の文化ポイントと連携させて、
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的 多くの人にその価値を感じてもらえるようにする。
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
・史跡･文化財の活用を図るため、旧村川別荘をはじめとする文化財施設の適切な管理と効果的なソフト展 ・通年　ボランティアガイドによる旧村川別荘の魅力アップ
開を進める。 ・年に数回　各施設におけるイベントや企画展の実施
・旧村川別荘でのボランティアガイドの展開やイベントの実施、湖北郷土資料室の展示やその背景となる文 当該年度 ・通年　各施設における風通し、清掃などの維持管理の実施
化財整理室での文化財の整理作業などを実施する。 執行計画 ・湖北郷土資料室を活用した展示会の実施

(3)事業内容 内　　容

１年間の公開日数（年末年始・休日などを除き最大限に公開できて３ 想定値 300当該年度
００日と換算） 単位 日

活動結果指標 実績値 300

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 旧村川別荘など文化財施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間来場者数（旧村川別荘） 人 4,615 4,800

令和 2年度 旧村川別荘など文化財施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間来場者数（旧村川別荘） 人 4,900

令和 3年度 旧村川別荘など文化財施設の魅力を向上させ、来場者を呼び込む 直接 年間来場者数（旧村川別荘） 人 5,000

周辺の史跡や観光スポットなどとの連携により、効果的に事業が実施できるよう、関係部署、関係機関との連携が重要である。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

文化財施設運営のための消耗品費 34 16需用費（消耗品・燃料費・食糧費） 131 108 16需用費（消耗品・燃料費・食糧費） 131 16需用費（消耗品・燃料費・食糧費） 131
文化財施設維持管理のための消耗品費 25 16使用料及び賃借料 7 5 16使用料及び賃借料 7 16使用料及び賃借料 7
文化財施設維持管理のための燃料費 74 40需用費（消耗品・燃料・光熱水費） 640 634 40需用費（消耗品・燃料・光熱水費） 640 40需用費（消耗品・燃料・光熱水費） 640
文化財施設維持管理のための光熱水費 460 40役務費（通信運搬・その他保険料） 183 170 40役務費（通信運搬・その他保険料） 183 40役務費（通信運搬・その他保険料） 183
文化財施設維持管理のための通信運搬費 174 40委託料（施設設備保守点検・警備・草 3,867 3,746 40委託料（施設設備保守点検・警備・草 3,870 40委託料（施設設備保守点検・警備・草 3,870
文化財施設の災害共済分担金 9 41需用費（施設修繕料） 300 300 41需用費（施設修繕料） 300 41需用費（施設修繕料） 300
文化財施設の警備委託料 152 98需用費（消耗品） 25 25 98需用費（消耗品） 28 98需用費（消耗品） 28

実施内容 文化財施設の草刈委託料 207 98需用費（公用車燃料費・修繕料） 133 108 98需用費（公用車燃料費） 68 98需用費公用車燃料費・修繕料 140
文化財施設の樹木管理委託料 432 98需用費（修繕料：ｶﾗｰ複合機ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾁ 349 194 98需用費（修繕料：ｶﾗｰ複合機ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾁ 480 ＊ 98需用費（修繕料：ｶﾗｰ複合機ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾁ 480

(8)施行事項
費　　用 文化財施設の管理委託料 2,903 98役務費（通信運搬費：FAX通話料　） 53 22 98役務費（通信運搬費：FAX通話料　） 53 98役務費（通信運搬費：FAX通話料　） 53

文化財施設の消防設備保守点検委託料 87 98役務費（公用車車検手数料・自賠責保 47 47 98役務費（公用車手数料） 15 98役務費（車検手数料・自賠責保険） 47
文化財施設の施設修繕料 300 98使用料及び賃借料（ｶﾗｰ複合機） 330 268 98使用料及び賃借料（ｶﾗｰ複合機） 395 98使用料及び賃借料（ｶﾗｰ複合機） 395

98公課費（公用車重量税） 9 9 98公課費（公用車重量税） 9
＊

予算(決算)額 合　　計 4,857 合　　計 6,074 5,636 合　　計 6,170 合　　計 6,283
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 4,851 6,068 5,636 6,164 6,277

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 □その他 6 □特会 ■受益 □基金 □その他 6 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 6 □特会 □受益 □基金 □その他 6
換算人数(人) 0.25 0.27 0.27 0.27 0.27
正職員人件費 2,200 2,376 2,376 2,376 2,376

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 7,057 8,450 8,012 8,546 8,659
(11)単位費用

23.52千円／日 28.17千円／日 26.71
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

・旧村川別荘は、かつて明治・大正期に別荘地として文化人に好まれた我孫子の歴史を物語る貴重な史跡であり、手賀沼 ●①事前確認での想定どおり
のほとりには他にも別荘地が存在するが、建物が完全な形で残っているのはこの１箇所のみである。平成１９年に市指定 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 文化財となった。また、嘉納治五郎別荘跡や志賀直哉邸跡も、我孫子の歴史を物語る貴重な史跡である。加えて、埋蔵文 ○要
   背景は？(事業の必要性) 化財や郷土資料などを展示、整理している展示室や整理室も、広く情報発信していく拠点である。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

・このような文化財施設を最大限活用し、我孫子の貴重な歴史を市民に広く知ってもらい、未来へ受け継いでいく必要が 旧村川別荘は市指定文化財であり、市民が実際に見て触れることができる大正時代の貴重な別荘建物である。
ある。 湖北郷土資料室についても、順調に実績を伸ばしつつある。
●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市所有の文化財の管理・活用であり、専門性も極めて高く、

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 公共事業として実施すべきものである。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 手賀沼文化拠点整備計画は市民委員の参加により策定された 旧村川別荘については、ボランティアガイドによるガイド活 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 。 動を実施している（休館日を除く午前9時から午後4時）。 ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り 旧村川別荘では、市民ボランティアガイドが活動している。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 旧村川別荘などは手賀沼沿いに広がった自然環境を保存継承 四季折々の草花や樹木など、自然環境を活かしている。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している している。 ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
4,615 4,800 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響で、旧村川別荘の閉館や、毎年多くの人が来場
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 3,523 73.4

するイベント（ひなのまつり）が中止となったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 8,450 △1,393 8,012 94.82
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△19.74

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響で、イベントの中止や

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 閉館などが生じたため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 56.8

人 10万円 43.97 77.41

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
旧村川別荘でのイベント、ボランティアガイドによる来荘者は年々定着しており、今後は小・中学校との連携事業など、積極的に事業を推進し
ていく。
実績値：来場者（旧村川別荘　3,351人、湖北郷土資料室172人）の合計

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1521 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 歴史・文化遺産活用 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財施設の管理・活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成31年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.27 人）
(1)事業概要

(当　初) 8,456 千円 (うち人件費 2,376 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 8,450 千円 (うち人件費 2,376 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名) 手賀沼文化拠点整備計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらうため



井上家住宅（９棟）は、手賀沼干拓の歴史と江戸時代の名主邸の面影を残す貴重な建造物であり、現状維
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的 持管理を続けながら、旧井上家住宅邸内の基本・実施設計を定めて今後の保存・活用を図る。（平成24年12
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。 月28日市の指定文化財に指定）
・旧井上家住宅（９棟）について、建物の寄附を受けその土地を取得する。（平成24年12月28日市の指定文 母屋保存整備工事実施設計
化財に指定）
・旧井上家住宅の土地及び建物の活用方法の検討を行い、それを踏まえて修繕工事や整備工事等を実施し、 当該年度
一般に公開をしていく。 執行計画

(3)事業内容 内　　容 ・当該年度は、政策的事業として、旧井上家住宅母屋保存整備工事実施設計を行い、33年度からの保存整備
工事に備える。
・旧井上家住宅の歴史や建物の価値を多くの人に知ってもらう。 母屋保存整備工事実施設計 想定値 30当該年度
・公開の中では、歴史、文化芸術・観光・環境・地域の活性化など多くの分野で広く活用を進める。 単位 ％

活動結果指標 実績値 70

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 旧井上家住宅母屋保存整備工事実施設計 間接 期間：平成３１年６月から平成３２年９月 ％ 0 70

令和 2年度 建物の保存修理工事等を進めながら、一般公開（部分公開）を行う。 直接 母屋保存整備工事　進捗率 ％ 25

令和 3年度 建物の保存修理工事等を進めながら、一般公開（部分公開）を行う。 直接 母屋保存整備工事　進捗率 ％ 100

前年度に翌年度の保存整備工事の実施設計を策定する。策定に当たっては施設管理課の建築技師と連携して設計を行い、実際の
(7)事業実施上の課題と対応 工事の際には施設管理課の建築技師に現場監督職員をお願いする。 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品費 90 消耗品費 80 70 消耗品費 82 消耗品費 82
光熱水費 203 光熱水費 227 162 光熱水費 231 光熱水費 231
施設修繕料 100 施設修繕料 150 143 施設修繕料 153 施設修繕料 153
通信運搬費 36 通信運搬費 33 34 通信運搬費 33 通信運搬費 33
その他保険料 23 その他保険料 24 22 その他保険料 24 その他保険料 24
施設設備等保守点検委託料（消防設備） 65 施設設備等保守点検委託料（消防設備） 94 94 施設設備等保守点検委託料(消防設備) 95 施設設備等保守点検委託料(消防設備) 95
警備管理委託料 229 警備管理委託料 190 164 警備管理委託料 190 警備管理委託料 190

実施内容 草刈委託料 232 草刈委託料 232 77 草刈委託料 232 草刈委託料 232
樹木管理委託料 1,437 樹木管理委託料 1,356 1,286 樹木管理委託料 1,381 樹木管理委託料 1,381

(8)施行事項
費　　用 樹木根回し業務委託料 309 建物管理委託料 2,219 2,219 建物管理委託料 2,219 建物管理委託料 2,219

建物管理委託料 2,145 電柱広告使用料 37 37 電柱広告使用料 37 電柱広告使用料 37
電柱広告使用料 37 警備機器設置・撤去工事 47 0 ＊ 母屋実施設計（継続費31年～32年度） 15,014 ＊ 母屋工事（継続費1年目、監理費込） 69,666

＊ 二番土蔵工事（継続費28年～30年、監理 46,695 ＊ 母屋実施設計（継続費31年～32年度） 3,078 3,078 一般公開（部分公開） 一般公開（部分公開）
＊ 自動火災報知設備設置工事（旧漉場） 630 一般公開（部分公開）
＊ 自動火災報知設備設置工事（二番土蔵） 658 （予備費）塀修繕　　台風15号被害 356 315

一般公開（部分公開） （予備費）庇修繕　　台風19号被害 165 165
（流用）講師報償費 60 40
（流用）通信運搬費 1 1
（流用）草刈委託料 △61 △61

予算(決算)額 合　　計 52,889 合　　計 8,288 7,846 合　　計 19,691 合　　計 74,343
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 81.5 ％ 43,100 充当率 90 ％ 2,700 2,700 充当率 90 ％ 13,500 充当率 90 ％ 62,000

(9)財源内訳
一般財源 9,789 5,556 5,146 6,191 12,343

その他の財源 □特会 □受益 ■基金 □その他 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 32 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.76 0.76 0.76 0.76 0.76
正職員人件費 6,688 6,688 6,688 6,688 6,688

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 59,577 14,976 14,534 26,379 81,031
(11)単位費用

595.77千円／％ 499.2千円／％ 207.63
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

旧井上家住宅は、我孫子の歴史を語るうえでも非常に貴重な建造物である（平成24年12月28日現在で、国の登録有形文化 ●①事前確認での想定どおり
財から市の指定文化財となる）。こうした我孫子の貴重な建物を市内外問わず多くの方々に知ってもらい、我孫子の歴史 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ を未来へ継承する必要がある。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

我孫子市指定文化財として保存整備を行った上で活用する必要がある。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 文化財建造物は、専門的な知識によって組織的に保全・管理

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 していくことが必要である。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 文化財を活用したイベントで市民と協働し、文化財認知を高 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り めた（SPレコード演奏会、人形展、鉄道模型運転会など）。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
部分公開している箇所でのイベント

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 現状を保全しつつ維持管理する。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
自然素材をできる限りリサイクルして建物を直している。

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 70 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

当初予定通り業務を遂行した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 70 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 14,976 44,601 14,534 97.05
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

74.86

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ○①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

●②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.47

％ 10万円 0.48 102.13

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
指定文化財制度による文化財の保存を具体化する施策であり、今後も現状通り推進する。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1839 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 旧井上家住宅の保存と活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 ■布佐 □全市

⑤事業期間 平成31年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.76 人）
(1)事業概要

(当　初) 14,455 千円 (うち人件費 6,688 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 14,976 千円 (うち人件費 6,688 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらうため、指定文化財制度や登録文化財制度 旧



など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 体育館施設周辺の土地を活用し、武道ゾーン（弓道場・武道場）の整備として、活動場所の充実を図る。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
既存の布佐下多目的広場の弓道場、既存の市民体育館内の武道場を廃止し、新たに用地買収をして体育館施 整備に向けた検討
設の周辺に武道ゾーンとして整備する。
　 当該年度
・平成２８年度から３３年度 執行計画

(3)事業内容 内　　容 ・施設整備に向けた資料整備（地検者調査・施設整備手法検討等）

整備計画の進捗率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 整備に向けた検討 間接 整備計画の進捗率 ％ 0 100

令和 2年度 施設整備手法の検討 間接 整備事業の進捗率 ％ 100

令和 3年度 地権者交渉 間接 整備事業の進捗率 ％ 100

・市全体の事業進捗状況をみながらの計画となる。
(7)事業実施上の課題と対応 ・施設の規模や周辺の土地利用計画の作成を策定後、基本設計の移行する。 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

＊ 整備に向けた検討 0 ＊ 整備に向けた検討 0 ＊ 整備に向けた検討 0 ＊ 整備に向けた検討 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11
正職員人件費 968 968 968 968 968

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 968 968 968 968 968
(11)単位費用

9.68千円／％ 9.68千円／％ 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

我孫子市社会教育推進計画の前期着手において、市民体育館拡張事業で弓道場を前期で着手予定であったが、凍結して居 ●①事前確認での想定どおり
た為、後期着手の変更する。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 既存の布佐下多目的広場の弓道場、既存の市民体育館内の武道場を廃止し、新たに用地買収をして体育館施設の周辺に武 ○要
   背景は？(事業の必要性) 道ゾーンとして整備する。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新たな土地買収に関しては、地権者との交渉が必要であり、また、農用地から除外する必要があることから、資料の収集
となっている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 武道場整備のための資料の整理

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新たな土地買収に関しては、地権者との交渉が必要であり、また、農用地から除
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0 0

外する必要があることから、資料の収集のみとなっているため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 968 0 968 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

0

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 資料の収集のみとなっているため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 10.33

％ 10万円 0 0

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民のスポーツ進行という施策の実現に効果的な事業となるため、現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 1988 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ施設の管理・整備と民間施設等の活用 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 武道施設の建設整備の検討 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 平成25年度 ～ 令和 3年度 ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.11 人）
(1)事業概要

(当　初) 968 千円 (うち人件費 968 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ●有 ○無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため、市民体育館



め、発掘調査や歴 公共事業に伴い消滅する埋蔵文化財を歴史的資産として後世に伝えるため、記録保存を目的とした発掘調査
施策目的・

(2)目的 史資料の調査を進め、適切に記録保存します。また、報告書や資料集を刊行して、その成果を市民に還元し 事業目的 を実施する。
展開方向

ます。
公共事業（学校校舎建設、市が関わる開発等の事業）に伴い、現状変更の結果、消滅してしまう埋蔵文化財 消防施設建設に伴う発掘調査を実施する。
を発掘調査することにより、遺跡に伴う情報を正確に記録し、報告書刊行までの基礎整理作業を行い、後世 ＜発掘場所＞　
に歴史的資産として伝えていく。 当該年度 我孫子市中里字山王前４４９、４５０、４５１－１・２、４５２、４５３－１・２、４５４－１・２、４５

執行計画 ５－１・２、４５６－１・２
(3)事業内容 内　　容

発掘調査件数 想定値 1当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 1

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 発掘調査実施件数 直接 発掘調査実施件数 件 1 1

令和 2年度 発掘調査実施件数 直接 発掘調査実施件数 件 3

令和 3年度 発掘調査実施件数 直接 発掘調査実施件数 件 5

公共事業に伴うため、発掘の件数が前年度後半にならなくては予想できない。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

発掘調査作業員賃金 124 発掘調査作業員賃金 124 124 発掘調査作業員賃金 124 発掘調査作業員賃金 124
需用費（消耗品＋印本費） 10 需用費（消耗品・印本費） 10 10 需用費（消耗品・印本費） 10 需用費（消耗品・印本費） 10
使用賃借料（重機借上） 49 使用賃借料（重機借上） 53 53 使用賃借料（重機借上） 53 使用賃借料（重機借上） 53

＊ 発掘調査作業員賃金 444 ＊ *発掘調査作業員賃金 4,495 4,495
＊ 需用費（消耗品＋印本費） 53 ＊ *需用費（消耗品＋印本費） 190 97
＊ 使用賃借料（重機借上） 654 ＊ *委託料(遺物調査・遺物処理） 700 0

＊ *使用料及び賃借料（重機借上） 4,116 3,233
実施内容 3月補正

＊ 使用賃借料（重機借上） △600
(8)施行事項

費　　用 ＊ 委託料（遺物調査） △400
（流用）発掘調査作業員賃金 335 335
（流用）使用賃借料（重機借上） △335

予算(決算)額 合　　計 1,334 合　　計 8,688 8,347 合　　計 187 合　　計 187
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,334 8,688 8,347 187 187

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.05 0.11 0.11 0.05 0.05
正職員人件費 440 968 968 440 440

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 568 4,931 4,931 124 124

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,774 9,656 9,315 627 627
(11)単位費用

1,774千円／件 9,656千円／件 9,315
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

公共事業は市民のために行う事業であるため、埋蔵文化財発掘調査が公共事業の進捗の妨げにならないよう、速やかに実 ●①事前確認での想定どおり
施する必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

遺跡の範囲内で、大規模な公共事業計画があがったため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 発掘調査は、我孫子市が直営事業で実施するものであり、小

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 規模な調査でも速やかに体制を組んで実施する必要があり、
□その他 　促進された 専門性も高く、市民団体等では実施できない。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 公共事業を速やかに実施する必要があり、安全性の理由から ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り も市民参加は難しい。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
発掘調査は土木作業的内容が多く、公共事業の円滑な推進のために市民参加になじまないものである。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
環境に影響を与えるものではない。

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1 1 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

遺跡の範囲内での公共事業発掘調査が行われた。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 9,656 △7,882 9,315 96.47
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△444.31

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.01

件 10万円 0.01 100

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
市の事業が円滑に進み、市民生活に寄与する側面からも、公共事業発掘調査を継続的に実施していく。複数の職員を確保し、現状どおおり推進
していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 2020 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 公共事業発掘調査 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.11 人）
(1)事業概要

(当　初) 10,656 千円 (うち人件費 968 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 9,656 千円 (うち人件費 968 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53302 重点なし ○有 ●無 (計画名) 我孫子市第3次生涯学習推進計

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

開発により滅失する埋蔵文化財や時代の流れにより散逸する歴史資料を後世に継承するた



体育館の管理運営について、指定管理者制度の継続等をとおして施設の適切な管理運営を図る。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
市民体育館管理運営を指定管理者と連携して行う。 ・市民体育館等の指定管理者への管理委託

・市民体育館トレーニングマシーンリース
当該年度 ・市民体育館庭球場ＬＥＤ照明リース
執行計画 ・市民体育館メインアリーナＬＥＤ照明リース

(3)事業内容 内　　容

・市民体育館施設の利用者数 想定値 175,000当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 163,005

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ・市民体育館等の指定管理者への管理委託 直接 体育館施設の利用者数 人 163,005 175,000
・市民体育館トレーニングマシーンリース

令和 2年度 ・指定管理者制度を活用した効果的・効率的な管理運営 直接 体育館施設の利用者数 人 177,000

令和 3年度 ・指定管理者制度を活用した効果的・効率的な管理運営 直接 体育館施設の利用者数 人 179,000

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ○無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

消耗品費 30 消耗品費 25 23 消耗品費 40 消耗品費 40
火災保険料 62 火災保険料 185 185 火災保険料 185 火災保険料 185
指定管理料 95,378 指定管理料 97,588 97,588 指定管理料 99,436 指定管理料 100,107
樹木管理委託料 918 事務機器使用料 419 388 事務機器使用料 419 事務機器使用料 419
事務機器使用料 483 トレーニングマシーンリース 1,256 1,245 トレーニングマシーンリース 1,256 トレーニングマシーンリース 1,256
トレーニングマシーンリース 1,245 ＡＥＤリース料 39 39 ＡＥＤリース料 69 ＡＥＤリース料 69
ＡＥＤリース料 69 電柱広告使用料 92 92 電柱広告使用料 92 電柱広告使用料 92

実施内容 電柱広告使用料 91 指定管理者選考委員報酬 28 25 指定管理者選考委員報酬 28 指定管理者選考委員報酬 28
指定管理者選考委員報酬 28 庭球場ＬＥＤ照明リース 2,616 2,592 庭球場ＬＥＤ照明リース 2,616 庭球場ＬＥＤ照明リース 2,616

(8)施行事項
費　　用 テニスコートＬＥＤ照明リース 2,592 メインアリーナＬＥＤ照明リース 2,198 2,178 メインアリーナＬＥＤ照明リース 2,198 メインアリーナＬＥＤ照明リース 2,198

メインアリーナＬＥＤ照明リース 2,178 備品購入費 601 599 野球場ＬＥＤ照明リース料 15,000 野球場ＬＥＤ照明リース料 15,000
備品購入費 272 水稲損失補償 150 98 備品購入費 300 備品購入費 500
水稲損失補償 150 土地境界確定・登記手続業務委託 725 718 水稲損失補償 50 水稲損失補償 50

予算(決算)額 合　　計 103,496 合　　計 105,922 105,770 合　　計 121,689 合　　計 122,560
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 103,496 105,920 105,770 121,689 122,560

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 ■その他 2 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28
正職員人件費 2,464 2,464 2,464 2,464 2,464

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 105,960 108,386 108,234 124,153 125,024
(11)単位費用

0.59千円／人 0.62千円／人 0.66
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民体育館は市のスポーツ振興を図るうえで拠点となる施設であり、適正な管理運営を行う事が必要である。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

指定管理者制度を活用した管理運営を行っていることで、市のスポーツ心境拠点施設となっている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 指定管理者制度の活用

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 民間企業のノウハウを活用した事業展開
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 意見箱を活用し、市民からの意見や知恵を生かした管理運営 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り を行った。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
163,005 175,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

台風によるメインアリーナの破損や新型コロナウイルス感染症の影響による利用
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 163,005 93.15

者数の減
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 ■⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 108,386 △2,426 108,234 99.86
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△2.29

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 161.46

人 10万円 150.6 93.27

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、指定管理者のノウハウを活かしスポーツ振興を図ることで、市民のスポーツ活動のの拠点として浸透していることから、現状どおり
推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 2058 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市民体育館管理運営 位置づけ

③事業主体 ○市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 平成30年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.28 人）
(1)事業概要

(当　初) 108,386 千円 (うち人件費 2,464 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ○無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 市民



維持管理を行うと 安全で快適に市民体育館を利用できるよう維持補修を行う。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
市民体育館の維持補修を行う。 ・野球場３塁側フェンス支柱塗装修繕（１２月から２月）

・庭球場本部席屋根塗装修繕（４月から６月）
当該年度 ・野球場・庭球場ベンチ用照明修繕（４月から６月）
執行計画 ・受水槽天板パネル修繕（４月から６月）

(3)事業内容 内　　容 ・市民体育館バスケットゴール修繕（５月～９月）

維持補修進捗率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ・野球場３塁側フェンス支柱塗装修繕（１２月から２月） 直接 維持補修進捗率 ％ 100 100
・庭球場本部席屋根塗装修繕（４月から６月）

令和 2年度 市民体育館維持補修 直接 維持補修進捗率 ％ 100

令和 3年度 市民体育館維持補修 直接 維持補修進捗率 ％ 100

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ○無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

施設修繕 1,758 施設修繕 1,724 1,570 施設修繕 5,000 施設修繕 5,000
野球場グラスライン高低差修復 802 ＊ バスケットゴール修繕 4,670 4,189 野球場グラスライン修復 900 原材料費 410
原材料費 400 ＊ 【予備費】施設修繕（台風・メイン屋根 2,091 2,091 原材料費 400

＊ 市民体育館庭球場改修工事 46,494 ＊ 【予備費】施設修繕（台風・サブ壁） 141 141 ＊ 市民体育館野球場補充用土置場修繕 1,300
＊ 【予備費】施設修繕（非常用発電機） 9,221 9,856

原材料 407 405

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 49,454 合　　計 18,254 18,252 合　　計 7,600 合　　計 5,410
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 75 ％ 21,900 充当率 90 ％ 8,870 8,870 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 8,554 4,884 5,202 7,600 5,410

その他の財源 □特会 □受益 ■基金 ■その他 19,000 □特会 □受益 ■基金 □その他 4,500 4,180 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53
正職員人件費 4,664 4,664 4,664 4,664 4,664

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 54,118 22,918 22,916 12,264 10,074
(11)単位費用

541.18千円／％ 229.18千円／％ 229.16
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

スポーツ振興の拠点施設である市民体育館の適切な維持補修を行い安全で快適に利用してもらう。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民のスポーツの拠点施設として、安全に利用できるように維持補修していく必要がある。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市民のスポーツの拠点施設として、安全に利用できるように

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 施設の設置者である市が行う必要がある。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 該当なし ●不要

＜その他の内容＞
該当なし「

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

予定した維持補修を実施した
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 22,918 31,200 22,916 99.99
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

57.65

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.44

％ 10万円 0.44 100

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民のスポーツ拠点施設として安全に利用してもらうため、今後も現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 2059 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市民体育館維持補修 位置づけ

③事業主体 ○市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 平成31年度 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.53 人）
(1)事業概要

(当　初) 11,465 千円 (うち人件費 4,664 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 22,918 千円 (うち人件費 4,664 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ○無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため、市民体育館など市のスポーツ施設の適正な



館など市のスポーツ施設の適正な維持管理を行うと 老朽化している市民体育館施設を計画的に改修し安全で快適に利用できる環境を整備する。
施策目的・

(2)目的 ともに、民間や近隣市町の体育施設を活用するなど、活動場所の確保に努めます。また、施設の修繕を計画 事業目的
展開方向

的に実施するとともに、新たな武道施設の整備について、手法も含めて慎重に検討を進めていきます。
市民体育館施設の計画的な改修を行う。 ・市民体育館メインアリーナ改修工事設計業務委託（４月）
・市民体育館メインアリーナ改修工事設計業務委託（４月） ・市民体育館メイン・サブアリーナ床面調査業務委託（４月）
・市民体育館メイン・サブアリーナ床面調査業務委託（４月） 当該年度 ・台風被害によるテニスコートネットフェンス修繕（１月）
・台風被害によるテニスコートネットフェンス修繕（１月） 執行計画

(3)事業内容 内　　容

改修工事進捗率 想定値 100当該年度
単位 ％

活動結果指標 実績値 100

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ・市民体育館メインアリーナ改修工事設計業務委託（４月） 直接 改修工事進捗率 ％ 100 100
・市民体育館メイン・サブアリーナ床面調査業務委託（４月）

令和 2年度 市民体育館改修 直接 改修工事進捗率 ％ 100

令和 3年度 市民体育館改修 直接 改修工事進捗率 ％ 100

施設の老朽化が著しくため利用者が安全にまた快適に施設を利用していくために計画的な改修が必要である。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

＊ 市民体育館庭球場連絡通路バリアフリ 497 ＊ 市民体育館メインアリーナ改修工事 6,933 6,776 ＊ メインアリーナ改修工事 141,264 ＊ 市民体育館メイン・サブアリーナ床面 80,000
－化工事設計業務 設計業務委託 ＊ メインアリーナ工事監理業務 8,000 改修工事

＊ 市民体育館庭球場連絡通路バリアフリ 2,808 ＊ 市民体育館メイン・サブアリーナ床面 418 378 ＊ 市民体育館メイン・サブアリーナ床面 8,000 ＊ 市民体育館メイン・サブアリーナ床面 8,000
－化工事 調査業務委託 改修工事設計業務委託 改修工事監理業務

＊ 市民体育館サブアリーナ棟屋根等改修 38,848 【１２月補正】テニスコートネット 17,457 15,994
工事（６月補正） フェンス修繕（起債充当率100％）
市民体育館サブアリーナ棟屋根等改修 1,197

実施内容 工事に伴う監理委託（６月補正）

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 43,350 合　　計 24,808 23,148 合　　計 157,264 合　　計 88,000
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 90 ％ 36,000 充当率 90 ％ 23,600 21,700 充当率 90 ％ 139,137 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 4,150 508 721 18,127 88,000

その他の財源 □特会 □受益 ■基金 □その他 3,200 □特会 □受益 ■基金 □その他 700 727 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53
正職員人件費 4,664 4,664 4,664 4,664 4,664

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 48,014 29,472 27,812 161,928 92,664
(11)単位費用

480.14千円／％ 294.72千円／％ 278.12
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民体育館は、竣工が昭和６１年であり、施設の老朽化が著しく市民が安全で快適に利用するためには、改修工事を進め ●①事前確認での想定どおり
ていく必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

利用者が安全に利用するために引き続き改修工事を進めていく必要がある。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 利用者が安全に利用するために、施設の管理者である市が実

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 施する必要がある。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

予定通り改修等を実施することができた
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 29,472 18,542 27,812 94.37
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

38.62

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.34

％ 10万円 0.36 105.88

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民が安全に利用するために引き続き改修工事を進めていく必要があるため、現状どおり推進する。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 2085 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 スポーツ・レクリエーション施設の充実と整備 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 市民体育館改修事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.53 人）
(1)事業概要

(当　初) 12,015 千円 (うち人件費 4,664 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 29,472 千円 (うち人件費 4,664 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51301 重点なし ○有 ●無 (計画名) 第３次生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

安全で快適に活動できる環境を整備するため、市民体育



地域での体験イベント、国際交流団体など オリンピック・パラリンピックに向けて事前キャンプ誘致等を行い選手たちと市民や子どもたちの交流を行
施策目的・

(2)目的 が実施する講座、展覧会などにより、外国の文化や習慣など、国際理解を深めるための情報を提供します。 事業目的 い国際理解を相互に深める機会とする。オリンピック・パラリンピックを活用した教育を推進するためオリ
展開方向

ンピック・パラリンピック推進校を指定しオリパラ教育を実践する。東京オリンピック・パラリンピックを
東京オリンピック・パラリンピックを契機としてスポーツボランティアの養成講座を開催する。 スポーツボランティアの養成講座を開催する。東京オリンピック・パラリンピック教育推進校でのオリンピ

アン・パラリンピアンとの交流を通してオリンピック・パラリンピックへの関心をより高める。
当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

スポーツボランティア養成講座受講者数 想定値 40当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 19

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 スポーツボランティアの養成講座を開催する。 直接 スポーツボランティア養成講座受講者数 人 19 40

令和 2年度 ２０２０年に東京オリンピック・パラリンピックが開催のため事業完了 直接 0

令和 3年度 ２０２０年にオリンピック・パラリンピックが開催されるため事業完了 － 0

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

＊ ソフトボール事前キャンプ派遣通訳料 180 ＊ スポーツボランティア養成講座講師 60 60 ＊ 通訳派遣料 200
＊ ソフトボール事前キャンプ消耗品費 15 報酬 ＊ 消耗品費 20
＊ ソフトボール事前キャンプ移動用バス 3 ＊ オリンピック・パラリンピック教育推 55 51 ＊ 移動用バス燃料代 4

燃料代 推進校事業に係る講師報償費　9月補正 ＊ 選手食糧費 45
＊ ソフトボール事前キャンプ食糧費 127 ＊ オリンピック・パラリンピック教育推 15 15 ＊ レセプション食糧費 65
＊ ソフトボール事前キャンプ会場設営 50 校事業に係る消耗品費（9月補正） ＊ グラウンドフェンス運搬料 60

フェンス運搬料 ＊ 応援横断幕作成業務 50
実施内容 ＊ ソフトボール事前キャンプ移動用バス 426 ＊ 移動用バス運行業務 425

運行業務 ＊ グラウンドフェンス設置業務 35
(8)施行事項

費　　用 ＊ ソフトボール事前キャンプ会場設営 40 ＊ 空港駐車場使用料 2
委託料 ＊ 高速道路料金 11

＊ ソフトボール事前キャンプ応援横断幕 40 ＊ レセプション会場使用料 5
作成業務委託料 ＊ 到着時バス借上げ料 75

＊ ソフトボール事前キャンプ空港駐車場 13
使用料・高速道路通行料

＊ ソフトボール事前キャンプレセプション 4
会場使用料

＊ ソフトボール事前キャンプ到着時移動 72
バス借上げ料

予算(決算)額 合　　計 970 合　　計 130 126 合　　計 997 合　　計 0
国庫支出金 補助率 11.2 ％ 109 補助率 50 ％ 30 30 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 100 ％ 70 65 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 861 30 31 997 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.51 0.51 0.51 0.51 0
正職員人件費 4,488 4,488 4,488 4,488 0

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 5,458 4,618 4,614 5,485 0
(11)単位費用

109.16千円／人 115.45千円／人 242.84
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

東京オリンピック・パラリンピックを活用した教育を推進するため教育推進校である久寺家中学校でオリパラ教育を実践 ●①事前確認での想定どおり
する。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

教育推進校の久寺家中学校において、卒業生である車いすテニス選手を招いてオリパラ教育を行うことが出来た。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 教育推進校に認定された久寺家中学校と、オリパラ教育を実

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 施する必要があるため
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
19 40 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

４月に開催したことで、募集期間が短く、参加者数が想定より少なかったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 19 47.5
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 4,618 840 4,614 99.91
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

15.39

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 想定していた参加者数に満たなかったため

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.87

人 10万円 0.41 47.13

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、オリンピック・パラリンピックについて理解を深めることが施策の実現に効果的な事業となっているため、現状通り推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 2235 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた取組み 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 □全市

⑤事業期間 平成31年度 ～ 令和 2年度 ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.51 人）
(1)事業概要

(当　初) 4,548 千円 (うち人件費 4,488 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 4,618 千円 (うち人件費 4,488 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 43101 重点なし ○有 ○無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民や子どもたちの国際性を育むため、国際性豊かなイベントや



我孫子市内の文化財を計画的に保存・活用し、次世代への継承をはかるため
施策目的・

(2)目的 による文化財の保存をより強化します。また、手賀沼文化拠点整備計画に基づき、史跡などの文化財を計画 事業目的
展開方向

的に整備してネットワーク化を進め、その活用と魅力の向上に努めます。
市内に数多く存在するは史跡や文化財をネットワーク化し、魅力を向上させて、次世代に継承していく仕組 協議会を組織・運営し、文化財保存活用地域計画（案）を作成する。
みとして、平成19年度に「手賀沼文化拠点整備計画」を策定し、この整備計画に基づき、先導的に我孫子駅 令和元年8月1日　第1回協議会（骨子について）
南東地区を中心として平成30年度まで史跡の保存、整備などを実施した。今回の文化財保存活用地域計画は 当該年度 令和元年11月　　第2回協議会（素案について）
、手賀沼文化拠点整備計画の基本理念と合致するものであり、かつ、市全体を対象とした計画である。この 執行計画 令和2年　1月　　第3回協議会（案について）

(3)事業内容 内　　容 計画を策定することによって、史跡の計画的かつ継続的な保存と活用につなげていけるものです。 令和2年　3月　　第4回協議会（最終確認）

文化財保存活用地域計画協議会の開催回数 想定値 4当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 2

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 文化財保存活用計画の策定 直接 文化財保存活用計画の策定 ％ 0 80

令和 2年度 文化財保存活用計画の策定 直接 文化財保存活用計画の策定 100

令和 3年度 文化財保存活用計画の進行管理 間接 文化財保存活用協議会の開催 回 1

協議会委員として参加する関係各課の協力のもと、計画を策定する必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

＊ 文化財保存活用地域計画策定協議会報償 140 77 ＊ 文化財保存活用地域計画策定協議会報償 70 ＊ 文化財保存活用地域計画策定協議会報償 35

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 140 77 合　　計 70 合　　計 35
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 140 77 70 35

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0 0.03 0.03 0 0
正職員人件費 0 264 264 0 0

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 0 404 341 70 35
(11)単位費用

0千円／＊＊ 101千円／回 170.5
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

文化財保存活用地域計画を策定することにより、市内文化財の現状把握、今後の保存・活用見通しを立てることができ、 ●①事前確認での想定どおり
計画的な保存・活用につながる。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

文化財を保護するだけでなく活用することを見据え、地域計画を策定することが必要である。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) ■法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が作成する計画であるため。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 計画作成の際、市内の小・中学生や市民などに参加してもら 生涯学習審議会の委員を構成員としている。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り い、アイディア等をもらう予定である。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 計画策定時の協議会に生涯学習審委員（生涯学習関係の市民 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ）の参画あり。 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 歴史的文化財を保存・活用するため、自然環境を尊重した計 環境に負荷を与えるものではない。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 画を策定予定である。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 80 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

予定どおりに業務を遂行できている。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 80 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 404 ― 341 84.41
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

協議会委員の市内視察を行ったものの、結果として会議の開催回数が当
初予定より減少したため。

―

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 会議の開催回数は減ったものの、委員に対して行った市

単位 費用単位 ○①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 内視察等で市内の現状を正確に把握いただいたため、計

●②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 19.8 画の作成業務がスムーズに進行したため。

％ 10万円 23.46 118.48

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
文化財の保存・活用するために実効性のある計画を作成し、事業を推進していく必要がある。

様式第３号 事務事業評価表（平成31年度）

事業コード 2250 課コード 1602 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 文化財の保護・活用 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・文化・スポーツ課

個別事業 文化財保存活用地域計画の推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成31年度 ～ 令和 5年度 ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.03 人）
(1)事業概要

(当　初) 404 千円 (うち人件費 264 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 53301 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

我孫子市の歴史や文化、風土をより身近に感じ、ふれあってもらうため、指定文化財制度や登録文化財制度


